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こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
鉄
道
へ

古
川
さ
ん　
「
地
域
に
愛
さ
れ 

地
域
と
と

も
に 

地
域
の
未
来
を
創
り
ま
す
」
を
経

営
理
念
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え

て
い
た
だ
き
、
開
業
10
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
思
い
返
す
と
、
２
０

１
５
年
３
月
14
日
の
開
業
当
日
、
私
は
直

江
津
駅
で
の
出
発
式
の
列
車
を
運
転
し
て

い
ま
し
た
。
ど
の
駅
に
も
た
く
さ
ん
の
お

客
様
が
お
ら
れ
、
車
両
に
乗
り
切
れ
な
い

ほ
ど
の
大
盛
況
で
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
、「
本
当
に
開
業
し
た
ん
だ
な
」

と
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。
現
在

は
運
転
士
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん

えちごトキめき鉄道株式会社えちごトキめき鉄道株式会社

の
日
常
を
支
え
る
公
共
交
通
と
し
て
、
安

心
安
全
を
第
一
に
、
安
定
し
た
輸
送
を
提

供
し
続
け
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
利
便
性
の
高
い
列

車
ダ
イ
ヤ
の
検
討
や
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
か
ら

愛
さ
れ
る
鉄
道
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
、
え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
の
応
援
が
励
み
に

金
子
さ
ん　
開
業
10
周
年
記
念
の
取
り
組

み
の
中
で
、
直
江
津
、
高
田
、
糸
魚
川
、

新
井
の
４
つ
の
駅
で
皆
さ
ん
か
ら
開
業
10

周
年
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま

し
た
。
約
２
カ
月
間
で
た
く
さ
ん
の
人
が

立
ち
寄
っ
て
書
い
て
く
だ
さ
り
、
約
６
０

０
件
も
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
感
激
し
ま
し
た
。
応
援
し
て
く
だ
さ

る
皆
さ
ん
の
思
い
を
受
け
て
鉄
道
を
運
営

し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
に
は
直
江
津
駅
の
ホ
ー
ム

で
初
め
て
の
「
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
予
想
以
上
に
多
く
の
方
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
今
で
も
「
ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
よ
か
っ
た
よ
」「
こ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン

ト
を
も
っ
と
企
画
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

声
を
い
た
だ
き
、励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
沿
線
地
域
の
特
色
を
勉
強
し

な
が
ら
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
な
企
画
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
10
年

企画開発主任企画開発主任
金子 瞳金子 瞳さんさん

運輸部長運輸部長
古川 義夫古川 義夫さんさん

　通勤や通学をはじめとする私たち市民の日常の移動手段であるとともに、沿線地域のにぎわい創
出の一翼を担っているえちごトキめき鉄道が、今年３月14日で開業10周年を迎えました。今号では、
鉄道を運営する皆さんの思いや利用者の声を紹介します。

10周年記念ロゴ ■問合せ…交通政策課（☎025-520-5632）

えちごトキめき鉄道えちごトキめき鉄道開業10周年開業10周年
特集
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トキてつトキてつからのお知らせからのお知らせ
なおえつ鉄道まつり2025を開催しますなおえつ鉄道まつり2025を開催しますトキてつで出かけてみませんかトキてつで出かけてみませんか

えちごトキめき鉄道HPえちごトキめき鉄道HP

▶︎▶︎と　き…10月11日㊏と　き…10月11日㊏
▶︎▶︎ところ…直江津駅周辺などところ…直江津駅周辺など
▶︎▶︎問合せ…なおえつ鉄道まつり実行委員会問合せ…なおえつ鉄道まつり実行委員会
　　　　　（☎︎025　　　　　（☎︎025-521521-0806）0806）

お出かけにお出かけにお得な切符お得な切符を販売しています。を販売しています。
（今号14ページにも掲載）（今号14ページにも掲載）

通学で

部活帰りに、疲れて降りる駅を寝過
ごしてしまったときに、駅員さんに
優しく対応していただきました。私
たちに寄り添ってくれるこの鉄道が、
いつまでも続いて欲しいです。

名立駅ー高田駅間を利用

高校２年生高校２年生
山﨑 麻椰山﨑 麻椰さんさん

夕日を見ながら電車で夕日を見ながら電車で
帰る時間が好きです帰る時間が好きです

通勤で

友人と他愛もない話をした事、初め
てのうみがたりにワクワクして向かっ
た事など、たくさんの思い出があり
ます。人とまちをつなぐこの鉄道を、
これからも利用していきたいです。

南高田駅ー高田駅間を利用

冬に帰りの電車を待っているときに、
雪が降る中、遠くから電車のライト
が見えるとホッとします。私たちの
日常をこの鉄道がつないでくれてい
ると考えると、とてもありがたいです。

㈱有沢製作所㈱有沢製作所
星倉 大地星倉 大地さんさん

二本木駅ー直江津駅間を利用

乗務員さんが笑顔で明るくあいさつ
をしてくれるので、私の気持ちも明
るくなります。また、海から山まで、
自然豊かな環境の中を走ることも、
他の鉄道にはない魅力です。

車窓から見える山や水田車窓から見える山や水田
の風景に癒されていますの風景に癒されています

日本曹達㈱ 二本木工場日本曹達㈱ 二本木工場
山﨑 裕山﨑 裕さんさん

上越妙高駅ー能生駅間を利用

高校２年生高校２年生
近藤 優亘近藤 優亘さんさん

二本木駅の駅舎は二本木駅の駅舎は
歴史を感じられます歴史を感じられます

有間川駅周辺で見える有間川駅周辺で見える
景色がとてもきれいです景色がとてもきれいです

通学で

通勤で

トキてつトキてつのここが好き！のここが好き！
利用者にお聞きしました
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【後 列】
（左から）

【中 列】

【前 列】

山中達
たつ

矢
や

さん
直江津中等教育学校

池田夕
ゆう

稀
き

さん
潮陵中学校

鳥越颯
そう

太
た

さん
吉川中学校

藤本桃
もも

羽
は

さん
城北中学校

吉野紗
さ

良
ら

さん
東頸中学校

岡田結
ゆい

さん
中郷中学校

長﨑悠
はる

空
く

さん
城東中学校

藤沼樹
いつき

さん
春日中学校

莅
のぞ

戸
きど

幸
こう

太
た

朗
ろう

さん
板倉中学校

牛木悠
はる

斗
と

さん
城西中学校

菅
すが

野
の

慶
けい

多
た

さん
柿崎中学校

笹川拓
たく

真
ま

さん
清里中学校

笹川ゆきさん
雄志中学校

金井心
しゅ

優
う

さん
牧中学校

上野渚
な

月
つき

さん
三和中学校

福平亜
あ

紀
き

さん
八千浦中学校

瀧本絢
あや

音
ね

さん
大潟町中学校

松本虎
こ

太
た

郎
ろう

さん
名立中学校

西條未
み

来
く

さん
直江津中学校

池田奈
な  つ  み

津美さん
頸城中学校

榊原瑠
る

依
い

さん
上教大附属中学校

持田沙
さ 　 わ

和さん
直江津東中学校

主なスケジュール

◯平和記念式典、献花・献水慰霊式参列
◯平和学習の集いに参加　◯灯ろう流し

◯折り鶴の献納
◯被爆遺構展示館、レストハウス見学

◯袋町小学校平和資料館、平和記念資料
　館、平和記念公園見学

１日目

２日目

３日目

広島平和記念式典中学生派遣事業特集

「
平
和
」
の
大
切
さ
を
次
の
世
代
に

　
平
和
な
現
代
の
日
本
に
暮
ら
す
私
た
ち

に
と
っ
て
、
戦
争
は
他
人
事
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
す
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
は

広
島
と
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、

日
常
の
暮
ら
し
が
突
然
奪
わ
れ
ま
し
た
。

戦
後
80
年
を
迎
え
た
今
年
、
戦
争
を
知
る

人
々
の
高
齢
化
が
一
層
進
み
、
戦
争
の
実

相
を
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
は
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ

を
学
び
、後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、

８
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
の
３
日
間
に
わ

た
り
、
次
代
を
担
う
中
学
生
の
代
表
22
人

を
広
島
へ
派
遣
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、

彼
ら
が
体
験
し
学
ん
だ
戦

争
の
恐
ろ
し
さ
や
平
和
へ

の
想
い
を
紹
介
し
ま
す
。

広島平和記念式典
中学生派遣事業

■問合せ…学校教育課(☎025-545-9244)

平和への想い 受け継がれるバトン
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想
像
以
上
の
原
爆
の
被
害

　
　
　
　
　
　
　
清
里
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笹
川　
拓た
く

真ま

い
う
と
、「
忘
れ
ら
れ
な
い
し
、
決
し
て

忘
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
語
っ
て
い
た
一

方
で
、
語
り
手
が
河
野
さ
ん
の
よ
う
に
高

齢
と
な
り
、
年
々
少
な
く
な
っ
て
い
る
と

学
ん
だ
か
ら
で
す
。
あ
と
10
年
、
20
年
も

す
れ
ば
実
体
験
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
人

は
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
私
た
ち
の
よ
う
な
若
い
世
代
が
今

の
う
ち
に
被
爆

し
た
人
の
話
を

聞
き
、
記
憶
の

バ
ト
ン
を
受
け

継
い
で
い
き
た

い
で
す
。

爆
者
の
証
言
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
特
に
、
今
の
私
と
同
じ
年
の
頃
に

被
爆
し
た
人
の
証
言
は
よ
り
身
近
に
感
じ
、

改
め
て
原
爆
と
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、
悲
惨

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
分
の
言
葉
で
届
け
る
平
和
へ
の
想
い

　
地
域
の
方
々
が
被
爆
の
歴
史
や
被
爆
し

た
人
の
気
持
ち
を
次
世
代
に
伝
え
よ
う
と

懸
命
に
活
動
し
て
い
る
姿
に
感
動
し
ま
し

た
。
式
典
の
準
備
を
す
る
人
、
資
料
の
保

存
や
展
示
を
支
え
る
人
、
平
和
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
人
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、

自
分
の
立
場
で
「
伝
え
る
」
た
め
に
使
命

　
私
は
派
遣
事
業
に
参
加
し
て
、
上
越
の

仲
間
と
共
に
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
や
平
和
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
現
地
で
の
体
験

や
出
会
い
は
、
教
科
書
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
た
学
び
だ
け
で
は
感
じ
ら
れ
な

い
よ
う
な
重
み
が
あ
り
、
私
の
心
に
深
く

残
っ
て
い
ま
す
。

　
平
和
記
念
資
料
館
や
平
和
記
念
公
園
を

訪
れ
、
当
時
の
写
真
や
遺
品
、
そ
し
て
被

感
を
持
ち
、
世
代
を
超
え
て
歴
史
を
つ
な

い
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
派
遣
事
業
を
通
じ
て
私
は
、
た

だ
知
識
と
し
て
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
自
分

の
言
葉
で
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

学
び
ま
し
た
。
平
和
は
誰
か
が
守
っ
て
く

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
一
人
一
人

が
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
で
実
現
し
ま
す
。

こ
の
経
験
を
忘

れ
ず
に
、
私
も

平
和
の
バ
ト
ン

を
つ
な
い
で
い

き
た
い
で
す
。

広
島
に
行
っ
て
感
じ
た
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
原
爆
と
戦
争
の
恐
ろ
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
柿
崎
中
学
校菅す

が
　
の野　

慶け
い

多た

　
私
が
派
遣
事
業
に
参
加
し
た
理
由
は
、

実
際
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
広
島
の
町
が

ど
ん
な
様
子
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、

ど
ん
な
こ
と
が
起
き
て
し
ま
っ
た
の
か
を

自
分
の
目
で
確
か
め
た
い
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。

　
実
際
に
広
島
を
訪
れ
て
み
て
、
平
和
記

念
資
料
館
な
ど
に
は
、「
本
当
に
80
年
前

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
」
と
思
う
写

真
が
た
く
さ
ん
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

目
を
背
け
て
し
ま
う
ほ
ど
悲
惨
な
写
真
が

い
く
つ
も
あ
り
、
自
分
の
想
像
を
は
る
か

に
超
え
た
惨
状
に
心
が
痛
み
ま
し
た
。
今

私
た
ち
が
過
ご
し
て
い
る
か
け
が
え
の
な

い
時
間
を
大
切
に
し
た
い
と
、
改
め
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

若
き
語
り
手
の
一
人
に

　
私
が
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、

平
和
学
習
の
集
い
で
の
河こ
う

野の

キ
ヨ
美
さ
ん

の
講
演
で
す
。
現
在
94
歳
の
河
野
さ
ん
は
、

当
時
の
出
来
事
や
今
私
た
ち
に
伝
え
た
い

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
な
ぜ

こ
の
講
演
が
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
か
と

平和に関する青少年ボランティア
の皆さんと意見交換する笹川さん

袋町小学校平和資料館で、展
示品を見学する菅野さん

平和への想い　受け継がれるバトン
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月のトピックス10

■問合せ…上越市選挙管理委員会事務局（☎025-520-5807）

上越市長選挙 投票日は10月26日㊐

　平成19年10月27日までに生まれた人（投票日当日満18歳以上）で、令和７年７月18日以前から引き続き
上越市に住民登録をしている人です。10月19日頃までに各世帯へ郵送する「入場券」を持って、指定の投票
所で投票してください。

上記のうち市内で転居した人 投票場所
10月３日㊎以前に転居の届け出をした人 転居後の住所地の投票所
10月４日㊏以降に転居の届け出をした人 転居前の住所地の投票所

●投票できる人

　投票日当日に仕事や旅行などのため投票できない人は、期日前投票や不在者投票をご利用ください。

●期日前投票
　住所地に関係なく、市内のどの期日前投票所でも投票できます。入場券の宣誓書欄をあらかじめ記入し、
持参してください（理由欄の記入は不要）。投票期間の終了間際は混雑するため、余裕をもって投票してくだ
さい。※期日前投票所ごとに開設時間が異なりますのでご注意ください。
開設期間 期日前投票所 開設時間

10月20日㊊
～25日㊏

市民プラザ（土橋） 午前８時30分～午後８時
福祉交流プラザ（寺町２）、各総合事務所・コミュニティプラザ（柿
崎区は柿崎保健センター） 午前８時30分～午後７時

直江津ショッピングセンターエルマール（西本町３）、イオン
上越店（富岡） 午前10時～午後８時

●不在者投票　※投票には事前に手続きが必要です。早めに市選挙管理委員会に連絡してください。
１　指定病院や特別養護老人ホームなどに入院・入所している人
　▶投票場所…入院・入所施設　▶問合せ…市選挙管理委員会または病院・施設の職員へ

２　身体に障害のある人で、新たに不在者投票を希望する人　※郵便投票証明書がある人は連絡不要です。
　▶�対象者…次の⑴～⑶のいずれかに該当する人　⑴身体障害者手帳所持者で障害の程度が①～③のいずれ

かに該当する人＝①両下肢、体幹、移動機能の障害が１級または２級 ②心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸の障害が１級または３級　③免疫、肝臓の障害が１級～３級　⑵戦傷病者手帳所持者で障害
の程度が①か②のいずれかに該当する人＝①両下肢、体幹の障害が特別項症～第２項症　②内臓機能の
障害が特別項症～第３項症　⑶介護保険「要介護５」の人　▶投票方法…郵送

３　選挙期間中に上越市へ帰ることができない人
　▶投票場所…滞在中の市区町村の選挙管理委員会
　▶�申し込み…「上越市電子申請システム」による請求、または必要書類を市選挙管理委員会事務

局へ郵送　※書類は市ホームページからダウンロード可。

期日前投票・不在者投票をご利用ください

開票（即日開票）
▶とき…10月26日㊐午後９時～　▶ところ…リージョンプラザ上越
▶参観対象者…上越市の選挙人名簿に登録されている人
▶定員…250人（当日先着順）

期日前投票の状況、投票・
開票の状況は市ホームペー
ジをご覧ください。

上越市電子申請システム

市ホームページ

※�投票する前に市外に転出した人
は投票できません。ただし、転
出する日までの間は期日前投票
ができます。
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■問合せ…市民安全課　原子力防災対策室（☎025-520-5663）

原子力防災に備えて
　新潟県原子力防災訓練が行われます
　当市では、UPZ（柏崎刈羽原子力発電所からおおむね５～30km圏内）にお住まいの皆さんを対象に、次
のとおり訓練を行います。
▶と　　き
　11月9日㊐午前８時30分～９時30分（予定）
▶対象地域
　�柿崎区、吉川区の全町内会、大潟区雁子浜・内雁子町内会、大島区板山・田麦・竹平・藤尾町内会、浦川原区小麦平
▶訓練内容
　①屋内退避訓練　②広報活動訓練
　原子力災害から身を守るポイントは次の４つです。訓練対象地域の皆さんは、訓練に参加し、万が一の際
に取るべき行動を確認しましょう。

①正確な情報の入手
　�テレビ、ラジオ、防災行政無線など

で市（国・県含む）の発信する正確
な情報を入手します。

③屋内退避の継続
　�「屋内退避指示」の解除や「避難指示」

が出るまでは屋内退避を継続します。
「屋内退避指示」が出ている間は、
むやみに外出しないようにします。

②まずは屋内退避
　�市から「屋内退避指示」が出たら、

建物内に避難します。屋内退避に
よって、放射性物質の付着や吸入
を防ぐことができます。

④状況によって特定の区域は避難
　�測定した空間放射線量が高い区域

には市から「避難指示」が出ます。
避難対象区域にお住まいの皆さん
は指示に従い行動します。

原子力災害から身を守る４つの行動

原子力防災に関する市の取り組み
　市では、原子力災害時に取るべき行動や原子力災害への備えについて市民の皆さんに知っていただくた
め、原子力防災ガイドブックの配布や動画の配信、出前講座などを行っています。（※１）
　また、原子力災害時に市民の皆さんが安全に避難できるよう、引き続き、国、県、関係市町村などと共
に広域避難などの課題解決を進めながら、実効性のある避難体制の整備に向けて取り組んでいきます。

　国が策定した原子力災害対策指針には、発電所からの距離によって異なる対応が示されています。指針
に沿った行動をすることで、無用な被ばくや放射線による健康被害を避けることが可能となります。
⃝ＰＡＺ（※２）：放射線による人体への影響が大きいため、放射性物質が放出される前に避難を開始
⃝ＵＰＺ（※３）：放射線の影響が比較的少ないことから、被ばく量を低減させるため屋内に退避する
⃝ＵＰＺ外：基本的には屋内退避などの防護措置は不要。放射線量に応じて必要な対応を取る
　もし、避難の必要がない人が慌てて避難してしまうと、交通渋滞の発生により、避難が必要な人が円滑
に行動することが出来なくなってしまいます。慌てずに取るべき行動を確認することが大切です。

原子力発電所からの距離によって、災害時の対応は異なります　 　防災一口メモ

普及啓発動画原子力防災
ガイドブック

（※�１）原子力防災ガイドブックや普及啓発動画は、市ホームページでご覧いただけます。
（※２）PAZ：発電所からおおむね５km圏内（当市には該当区域はありません）
（※３）UPZ：発電所からおおむね５〜30km圏内
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　自宅の上の階や、崖から離れた部屋に移動するな
ど、少しでも身の安全を確保するための行動をとる
ようにしましょう。
※�自宅に留まる場合には、ハザードマップで次の「３

つの条件」を確認する必要があります。
・�土砂災害の危険がある区域や家屋倒壊など氾濫想

定区域に入っていないこと
・浸水深より居室が高いこと
・�浸水した水がひくまで我慢でき、飲料

水や食糧などの備えが十分にあること

詳しくは

洪水ハザードマップ

●参加方法
登録フォームまた
は、メール・ファク
シミリ・郵送にて登
録用紙を地域政策
課にお送りください。

あなたも参加
しませんか？

高齢化が進み、町内会だけでの
作業は大変です。お手伝いに来
ていただき、大変助かりました。

地元の声

長い農道の側溝を、少ない
人数の地域住民で作業する
のは大変だと感じました。
これからもできる限り協力
していきたいです。参加者の声

多くのお客さんがいらっしゃ
いましたが、支え隊の皆さん
の協力があり、助かりました。

地元の声

何度も参加しており、祭りを
盛り上げるお役に立てたこと
がうれしいです。休憩時にい
ただいたおそばも、とてもお
いしかったです。参加者の声

11月 安塚区 「新そば祭り」の手伝い 11月 牧区 農道の側溝整備

　人手不足で困っている中山間地域集落の活動をお手伝いする「中山間地域支え隊」には、幅広い年代の
個人や企業・団体など、さまざまな人が登録しています。収穫の秋は、各集落でたくさんのイベントがあ
ります。隊員は随時募集していますので、ホームページをご覧いただき、登録・参加ください。

■問合せ…地域政策課（☎025-520-5673）

知る・育む・助け合う知る・育む・助け合う

「中山間地域支え隊」「中山間地域支え隊」❷
こんな活動をご存知ですか？

　台風や大雨は、毎年大きな被害をもたらします。災害に備えて防災に関する知識を再確認しましょう。

　市や気象庁では、災害時に住民が自らの判断で避
難行動をとることができるよう、災害の進展に合わ
せて防災情報を発表します。

　自宅や勤務先などで災害が発生した際に避難でき
る場所や避難経路について、ハザードマップであら
かじめ確認しておきましょう。

　災害が発生してからの避難行動は危険です。テレ
ビやインターネットなどから情報を積極的に入手し、
河川の氾濫や土砂災害の危険性が高まる前に避難し
ましょう。

■問合せ…市民安全課（☎025-520-5660）

防災基礎知識❶ －台風への備え－

  警戒レベル   ハザードマップを確認しましょう

  原則早めの避難を！

  万が一逃げ遅れてしまったら

警戒
レベル 避難情報など 避難行動など

５ 緊急安全確保 命の危険、
直ちに安全確保

〈警戒レベル４までに必ず避難！〉

４ 避 難 指 示 危険な場所から
全員避難

３ 高齢者等避難 危険な場所から
高齢者などは避難

２ 大雨・洪水
注意報

自らの避難行動を
確認

１ 早期注意情報 災害への心構えを
高める
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市政トピックス

　柿崎区を会場に、震度６強の地震に伴う大津波警報や土
砂災害の発生、柏崎刈羽原子力発電所の異常発生など、大規
模な複合災害を想定し、沿岸部住民の避難訓練や原子力災
害に対応した訓練のほか、関係機関と連携した情報収集訓練、
中高層建物からの要救助者救出訓練などを実施しました。
　訓練終了式で市長は、「地元町内会、関係機関の連携がと
れた良い訓練となった。このような訓練を今後も繰り返し
ていきたい」と話しました。

　正善寺ダムの貯水量が低下し、水不足のおそれが高まったことから、７月15日以降、節水へのご協
力を市民ならびに事業所の皆様にお願いしてまいりました。皆様から真摯に節水に取り組んでいた
だいたおかげで、正善寺ダムの貯水量が一定程度維持できる見込みとなったことから、今後の断水は
回避できるものと判断し、９月４日（木）をもって節水要請を解除しました。
　長期間にわたりご不便とご迷惑をおかけしましたことを、深くお詫び申し上げるとともに、この間
の皆様のご理解・ご協力に対し、心から感謝を申し上げます。本当にありがとうございました。

問ガス水道局 渇水対策本部（☎025-522-5519）

メイド・イン上越

詳しくは

上越市総合防災訓練を開催　8/30

「メイド・イン上越」特産品に新たに２商品を認証　8/6

節水要請を解除 9/4 節水要請を解除 9/4   ～節水にご協力いただき、ありがとうございました～～節水にご協力いただき、ありがとうございました～

「上越ペンギン便り ちいさな手しごとクッキー」「あまざけ日和 晴れたらイイな！」

一般社団法人土の香工房（☎025-546-7127）有限会社町田醬油味噌醸造場（☎025-523-4367）

●各認証事業者の直営店舗
●メイド・イン上越認証品常設販売コーナー
　・山本味噌エルマール店
　・うみてらす名立「食彩鮮魚市場」
　・上越あるるん村
●上越特産市場などの通販サイト　など
※常設販売コーナーおよび上越特産市場では販売していない商品もあります。

メイド・イン上越認証品の情報や販売会の実
施、イベントへの出店情報など、最新情報
を配信しています。

メイド・イン上越のお求めはこちらで SNSで最新情報を配信中

Instagram FacebookX（旧Twitter）

　「メイド・イン上越」は、新規性・オリジナル性、信頼性、市場性、地域性（上越らしさ）などの
観点から厳しい審査を経て認証された、全国に誇る上越の優れた逸品です。令和７年度は、
特産品２商品（２事業者）が認証されました。「メイド・イン上越認証品」を贈り物やご自宅用
などに、ぜひご利用ください。　問上越ものづくり振興センター（☎025-522-2666）
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●①　「山鳥毛」特別展示（歴史博物館）
●②　のろし上げ（春日山城天守台跡）
●③　出陣報告（林泉寺）
●④　出陣行列（山ろく線）
●⑤　川中島合戦の再現
　（春日山城史跡広場）
●⑥　献納米合戦（埋蔵文化財センター
　〜春日山城跡）

 ❶  ❷
 ❸

 ❹
 ❺
 ❻

JOETSU

AN
N

IV
ER

ARY YEAR
20

25

S

　第100回の節目を記念し、国宝「太刀 無銘一文字（山鳥毛）」の特別展示（８月13日㊌〜24日㊐）や、
俳優・松平健さんを謙信公役に迎えての「出陣行列」、「川中島合戦の再現」など、さまざまな行事が開催
されました。100回を記念したイベントを含め、10万人を超える来場者が上杉謙信公や戦国の世に思
いをはせていました。

23土
24日/8

第 回100
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くらしの情報

パソコンやスマートフォンから
市への申請、届け出などがで
きます。 安塚区 ☎ 025-592-2003

浦川原区 ☎ 025-599-2301
大島区 ☎ 025-594-3101
牧　区 ☎ 025-533-5141
中郷区 ☎ 0255-74-2411
板倉区 ☎ 0255-78-2141
清里区 ☎ 025-528-3111
三和区 ☎ 025-532-2323
柿崎区 ☎ 025-536-2211
大潟区 ☎ 025-534-2111
頸城区 ☎ 025-530-2311
吉川区 ☎ 025-548-2311
名立区 ☎ 025-537-2121
南出張所 ☎ 025-525-4151
北出張所 ☎ 025-544-2111

上越市役所
〒943-8601 上越市木田1-1-3
☎025-526-5111（代表）

「防災ラジオ」の
試験放送

※定期的な電池の交換と受信状況の確認を！

問  危機管理課（☎025-520-5665）

1 日：午後 6 時 35 分頃 
15 日：午後 0 時 45 分頃

毎月

FM76.1MHz

「広報上越」へのご意見や
感想をお寄せください	

時  日時、期間	 所  場所
対  対象（表記無し：どなたでも）	 定  定員
費  費用（表記無し：無料）	 講  講師
申  申し込み（表記無し：不要）	 問  問合せ
予  予約	 他  その他

記号の見方	

電子申請システム	

問  広報対話課 ☎ 025-520-5614　 
FAX. 025-526-6112

 koho-joetsu@city.joetsu.lg.jp
アンケート
フォーム

広報上越
専用ページ
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納期限 10月31日金
● 市民税・県民税・森林環境税��（第３期）
● 国民健康保険税� �����（第４期）
● 後期高齢者医療保険料� ��（第４期）
● 介護保険料� �������（第７期）
● 国民年金保険料� �（９月分、下期前納）

税・保険料の納期限

お
知
ら
せ

市内の交通事故・犯罪発生件数
 問  市民安全課（☎025-520-5661）

SNSを利用したロ
マンス詐欺に注意。
SNSで知り合った
相手から投資話や
お金の話を持ちか
けられたら詐欺を
疑いましょう。

●交通事故件数
１月１日〜７月末日の状況

発生件数 108件（−６）

死者数 3人（−１）

負傷者数 122人（−10）

●犯罪発生件数
１月１日〜７月末日の状況

刑法犯罪認知件数 471件（＋49）

うち窃盗犯 325件（＋61）

盗難防止の合言葉 “みんなで鍵かけ”
※いずれも暫定値で、（　）内は前年比

詳しくは

詳しくは
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10
月
は「
３
Ｒ
推
進
月
間
」、

「
分
別
排
出
強
化
月
間
」、 

「
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
」で
す

　
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
の

構
築
に
向
け
、

「
３
Ｒ
」
の
取

り
組
み
は
重
要
で
す
。
ま
ず
は
、

ご
み
を
で
き
る
だ
け
発
生
さ
せ
な

い
こ
と
を
心
が
け
、
そ
の
上
で
繰

り
返
し
使
え
る
も
の
は
再
利
用
し

ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
発
生
す
る

ご
み
は
、
適
正
に
「
分
別・排
出
」

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に

捨
て
ら
れ
て
し
ま
う「
食
品
ロ
ス
」

の
問
題
を
認
識
し
、
削
減
の
取
り

組
み
を
実
践
す
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
を

意
識
し
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

問
生
活
環
境
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
６
・
５
１

１
１
）

高
齢
者
交
通
事
故
防
止
運
動

　
高
齢
化
社
会

の
進
行
に
伴

い
、
高
齢
者
が

被
害
者
と
な
る

交
通
事
故
が
多

発
す
る
と
と
も

に
、
高
齢
運
転
者
に
よ
る
事
故
の

割
合
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
運
動
の
重
点
に
特
に
注
意
し
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
い
る
家
庭
で

は
、交
通
事
故
の
防
止
と
併
せ
て
、

免
許
の
自
主
返
納
の
時
期
に
つ
い

て
も
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

時
10
月
１
日
㊌
～
31
日
㊎

●
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
ひ
ろ
げ
よ
う　
長
寿
社
会
へ　

無
事
故
の
輪
』

●
運
動
の
重
点

①
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

②�

道
路
横
断
時
の
安
全
確
認
と
夜

光
反
射
材
の
積
極
的
な
活
用

③
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
こ
ま
め

な
切
替
え

問
市
民
安
全
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
６

６
１
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
な
い
理
由
の
公
表

●
理
由
を
公
表
す
る
計
画
な
ど

所
公
表
場
所
＝

各
問
合
せ
先
、

市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所

木
田
第
一
庁
舎

１
階
）、
各
総

合
事
務
所
、
南
・
北
出
張
所
、
市

民
プ
ラ
ザ
、
高
田
図
書
館
、
高
田

図
書
館
浦
川
原
分
館
、
オ
ー
レ
ン

プ
ラ
ザ
、
教
育
プ
ラ
ザ
、
直
江
津

学
び
の
交
流
館
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
く

び
き
希
望
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

○
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の
促
進

に
関
す
る
計
画
（
地
域
計
画
）

の
変
更
（
案
）

時
理
由
公
表
期
間
＝
10
月
14
日
㊋

ま
で　
問
農
政
課
（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
６
０
６
）

○
上
越
市
国
民
保
護
計
画（
修
正
案
）

時
理
由
公
表
期
間
＝
９
月
25
日
㊍

～
10
月
24
日
㊎　
問
市
民
安
全
課

（
☎
０
２
５・５
２
０・５
６
６
０
）

○
上
越
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
の
変
更
（
案
）

時
理
由
公
表
期
間
＝
10
月
１
日
㊌

～
31
日
㊎　
問
農
政
課
（
☎
０
２

５
・
５
２
０
・
５
６
０
６
）

上
越
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

縦
覧
お
よ
び
農
用
地
利
用
計
画
の

変
更
申
出
書
の
受
け
付
け

所
農
政
課
ま
た
は
各
総
合
事
務
所　

問
農
政
課
（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
６
０
６
）

●
上
越
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
の
変
更
案
の
縦
覧

　
縦
覧
の
内
容
に
つ
い
て
意
見
書

（
任
意
様
式
）
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

時
10
月
中
旬
～
11
月
中
旬
を
予
定　

申
意
見
書
を
提

出
す
る
場
合

は
、
縦
覧
場
所

●
上
越
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
に
定
め
る
農
用
地
利
用
計
画

の
変
更
申
出
書
の
受
け
付
け

時
10
月
１
日
㊌
～
31
日
㊎　
対
令

和
８
年
春
頃
を
め
ど
に
計
画
変
更

（
農
振
除
外
・
農
振
編
入
）
す
る

も
の　
申
事
前

に
相
談
を
お
願

い
し
ま
す

令
和
８･

９
年
度
の
建
設
工
事
な
ど
の 

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
上
越
市
お

よ
び
上
越
市

ガ
ス
水
道
局

が
行
う
建
設

工
事
、
建
設

コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
等
業
務

の
入
札
な
ど

に
参
加
を
希

望
す
る
場
合

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

時
10
月
1
日
㊌
～
11
月
28
日
㊎　

他
申
請
の
種
類
＝
建
設
工
事
、
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
測
量
、
調

査
等
業
務　
申
持
参
ま
た
は
郵
送

（
11
月
28
日
㊎
の
消
印
有
効
）
※

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
提
出
要
領
を
ご
覧
く

だ
さ
い　
問
契

約
検
査
課
（
☎

０
２
５
・
５
２

０・５
６
４
４
）

不
動
産
公
売
を
行
い
ま
す

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
公
売
物
件

○
所
在
地
＝
南
高
田
町
６
９
０

番
、
６
９
１
番　
○
地
目
＝
雑
種

地　
○
面
積
１
９
８
・
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル（
６
９
０
番
＝
１
６
５・

０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
６
９
１
番

＝
３
３
・
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）

時
入
札
日
時
＝
10
月
22
日
㊌
午
後

１
時
30
分
～
１
時
45
分
（
受
け
付

け
＝
午
後
１
時
～
）　
所
入
札
会

場
＝
市
役
所
木
田
第
一
庁
舎
３
階

３
０
１
会
議
室　

他
公
売
保
証
金

＝
20
万
円
、
最

低
入
札
価
格
＝

１
９
２
万
５
千

円
、
買
受
代
金

納
付
期
限
＝
11

月
12
日
㊌
午
後

２
時　
問
収
納

課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
６

５
６
）

詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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お
知
ら
せ

税・料
金
な
ど
の
口
座
振
替
の
手
続
き

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
え
ま
す

　
10
月
１
日
㊌
か
ら
、
税
金
・
各

種
料
金
に
つ
い
て
口
座
振
替
の
新

規
申
し
込
み
や
変
更
手
続
き
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

か
ら
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

手
軽
に
手
続
き
が
で
き
る
口
座
振

替
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
収
納
課
（
☎

０
２
５
・
５
２

０・５
６
５
４
）

全
国
都
市
交
通
特
性
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
全
国
の
都
市

交
通
の
特
性
や

経
年
変
化
を
把

握
す
る
た
め
、

上
越
市
を
は
じ

め
と
す
る
全
国

70
市
で
、
日
常
生
活
で
の
移
動
手

段
な
ど
人
の
動
き
に
関
す
る
交
通

実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

対
無
作
為
抽
出
し
た
市
内
約
２

６
０
０
世
帯
（
調
査
票
を
郵
送
）　

問
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局

企
画
部
広
域
計
画
課
問
合
せ
窓
口

（
☎
０
１
２
０・３
０
６・６
７
８
）

大
切
な
家
の
耐
震
診
断
を

し
ま
せ
ん
か

　
昭
和
56
年
５

月
以
前
の
住
宅

は
耐
震
性
能
が

低
く
、
老
朽
化

も
進
ん
で
い
る

可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
市
で
は
無
料
で
耐
震
診
断

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
災
害
へ

の
備
え
と
し
て
、
住
宅
の
状
態
を

把
握
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
耐
震

ベ
ッ
ド
・
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
購

入
費
、
設
置
費
に
対
す
る
補
助
制

度
も
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
７

８
３
）

要
援
護
世
帯
の
除
雪
費
を

助
成

　
屋
根
、
玄
関

前
、
下
ろ
し
た

屋
根
雪
、車
庫
、

納
屋
な
ど
を
自

力
で
除
雪
す
る

こ
と
が
難
し
い
世
帯
で
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
業
者
な

ど
に
除
雪
を
依
頼
す
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

　
お
住
ま
い
の
地
域
の
民
生
委
員・

児
童
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
生
活
援
護
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
９

７
）
ま
た
は
各

総
合
事
務
所

要
援
護
世
帯 

除
雪
協
力
事
業
所
の
募
集

　
市
で
は
、
除

雪
作
業
に
協
力

い
た
だ
け
る
事

業
所
の
名
簿
を

作
成
し
、
該
当

世
帯
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
新
た
に
協
力
い
た
だ
け
る

事
業
所
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
問
生
活
援
護
課
（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
６

９
７
）
ま
た
は

各
総
合
事
務
所

市
民
プ
ラ
ザ
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

の
一
時
休
館

　
空
調
機
器
の

更
新
工
事
に
伴

い
、
一
時
休
館

と
な
り
ま
す
。

休
館
中
は
、「
ベ

ビ
ー
健
康
プ
ラ

ザ
」
な
ど
の
開
催
場
所
が
変
更
に

な
り
ま
す
。
会
場
が
決
ま
り
次
第
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
子
育
て
応
援
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

時
休
館
期
間
＝
９
月
25
日
㊍
〜
11

月
7
日
㊎
※
工
事
の
進
捗
状
況
に

よ
り
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す　
問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
７

２
５
）

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
は
計
画
的
に

　
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
公
費

で
提
供
し
て
い

ま
す
。
ワ
ク
チ

ン
の
有
効
性
と

副
反
応
の
リ
ス

ク
な
ど
を
本
人
と
保
護
者
が
十
分

に
理
解
し
た
上
で
、
接
種
を
希
望

す
る
人
は
体
調
の
良
い
と
き
に
接

種
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
高
校
１
年
生
相
当
（
平

成
21
年
４
月
２
日
～
翌
年
４
月
1

日
生
ま
れ
）
の
女
性
に
つ
い
て
、

令
和
8
年
4
月
1
日
以
降
の
接
種

は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

対
定
期
接
種
＝
①
平
成
21
年
４
月

２
日
～
平
成
26
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
女
性　
②
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
＝
平
成
９
年
４
月
２
日
～

平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女

性
で
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
期
間
中

に
１
回
以
上
当
該
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
て
い
る
人　
他
住
民
票
が
な

い
市
町
村
で
接
種
す
る
場
合
は
、

別
途
手
続
き
が
必
要　
問
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
８

４
３
）

不
妊
不
育
治
療
費
を 

助
成
し
て
い
ま
す

　
不
妊
治
療
ま

た
は
不
育
治
療

に
係
る
治
療
費

の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た

め
、
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

助
成
内
容
な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
っ
た
期

間
に
、
不
妊
治
療
ま
た
は
不
育
治

療
を
行
っ
て
い
た
人
（
年
齢
制
限

な
し
）　
時
申
請
期
限
＝
交
付
の

対
象
と
な
る
治
療
に
要
し
た
期
間

の
末
日
か
ら
１
年
以
内　
問
こ
ど

も
家
庭
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
２

５
・
５
２
０
・

５
８
４
３
）

詳しくは詳しくは

詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは

詳しくは
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私
立
高
等
学
校
学
費
助
成
金

　
全
日
制
・
定
時
制
・
通
信
制
を

問
わ
ず
、
私
立
高
等
学
校
在
学
中

の
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
学
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
（
所
得
制
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●列車に乗って出かけよう
　～お出かけにお得な切符を販売中～
○えちごトキめき鉄道㈱「じもパス」
　えちごトキめき鉄道
全線の普通列車が１日
乗り放題（上越市・妙
高市・糸魚川市在住の
人、トキてつサポーターズクラブ会員限定）
費大人1,800円、子ども600円（10
月１日㊌から適用）　問えちごトキめ
き鉄道㈱（☎025-546-5520）
○北越急行㈱「ほくほくワンデーパス」
　ほくほく線全線で１日乗り放題
費大人1,800円、子ども900円　問北越急行㈱（☎
025-752-0770）
●えちごトキめき鉄道㈱の運賃の改定
　10月１日㊌から、運賃
を18％値上げします。改
定に合わせ、他社にまたが
る区間の乗継割引を終了し
ます（通学定期券の乗継割
引は継続）。お得な切符「じ
もパス」も値上げとなりま
すが、販売を継続します。
問えちごトキめき鉄道㈱（☎025-546-5520）

●特急しらゆきがお得に
　新潟県とJR東日本新潟支社では、新潟～上越を結
ぶ特急「しらゆき」を、より多くの皆さんに利用い
ただけるよう、乗車券と指定席特急料金が50％割
引になる「特急トクだ値１」を発売します。詳しく
は県のホームページをご覧ください。
問県交通政策局交通政策課（☎025-
280-5109）
●北陸新幹線をご利用ください
　上越妙高駅から東京駅まで約１時間
50分、大阪駅まで約３時間30分で移
動できます。秋の行楽シーズンに、北
陸新幹線に乗って出かけませんか。
●列車を見たら手を振ろうキャンペーン
　地域の鉄道に対する愛着
を深めるため、「列車を見
たら手を振ろうキャンペー
ン」を実施しています。お
出掛けした際に列車を見た
ら、ご家族、友人、お子さ
んと一緒に大きく手を振ってください。

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは

各鉄道からのお知らせ�

詳しくは

公共交通をより便利に利用できます�
問  交通政策課（☎025-520-5633、FAX025-526-8363、 kotsu@city.joetsu.lg.jp）

●上越市内公共交通「マイ時刻表」
　自宅最寄りのバス停や駅から病院など、日常的に訪れる場所までの鉄
道・バスの路線名や発着時刻、乗車料金などを記載したポケットサイズ
の個人用時刻表を作成し、配付します。
申問申込用紙に必要事項を記入し、交通政策課、市民課、南・北出張所、
各総合事務所、バス案内所・営業所へ。申込用紙は申込先、市役所木田
第一庁舎１階市民ホールにあるほか、市ホームページから
ダウンロードできます　他申し込みから約10日後に郵送、
メール、または、交通政策課、各総合事務所、バス案内所・
営業所でお渡しします
●「上越バスロケーションシステム」
　上越大通り線、春日山・佐内線など市内の路線のバス位置情報などを
スマートフォンやパソコンから確認できます。検索サイトで「上越バス
ロケ」と検索するか、二次元コードを読
み取ってご利用ください。
問頸城自動車㈱（☎025-543-3178）
または交通政策課

詳しくは

詳しくは
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　入浴料、施設使用料、入館料などが無料になります。ただし、温泉施設は入湯税が別途必要です。利用時間、
バリアフリーへの対応など詳しくは各施設に問い合わせてください。
時11月１日㊏、２日㊐　対身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている人とその
介助者1人。当日、受付で手帳を提示してください

施設名 電話番号

合併前
上越市

上越リゾートセンター くるみ家族園 025-544-7440
歴史博物館 025-524-3120
高田城三重櫓 025-524-3120
日本スキー発祥記念館 025-524-3120
小林古径記念美術館 025-523-8680
リージョンプラザ上越 025-544-2122
上越科学館 025-544-3939
総合体育館卓球場 025-525-4144
上越勤労身体障害者体育館 025-525-4144
高田城址公園 第１庭球場 025-524-6119
高田城址公園 第３庭球場 025-524-6119
スポーツ公園 庭球場 025-544-7759
上越総合運動公園 テニスコート 025-526-7833
オールシーズンプール 025-524-3130
くわどり湯ったり村 025-541-2611
五智交通公園ゴーカート 025-543-5948
八千浦交流館 はまぐみ 025-543-3191
水族博物館 うみがたり 025-543-2449

施設名 電話番号

安塚区
安塚B&G海洋センター 025-592-2003
安塚和田スポーツ公園グラウンド 025-592-2003
ゆきだるま温泉 久比岐野 025-593-2041

牧　区 牧湯の里深山荘 025-533-6785

柿崎区
柿崎マリンホテルハマナス 025-536-6565
柿崎総合体育館（かきざきドーム） 025-536-6636

大潟区 大潟健康スポーツプラザ 鵜の浜人魚館 025-534-6211

頸城区
頸城B&G海洋センター 025-530-2360
坂口記念館 025-530-2311

吉川区
吉川ゆったりの郷 025-548-3911
吉川スカイトピア遊ランド 025-547-2221
吉川体育館 025-548-2177

中郷区 中郷総合体育館 0255-74-3233
板倉区 板倉保養センター やすらぎ荘 0255-78-4833

清里区
上越清里星のふるさと館 025-528-7227
清里スポーツセンター 025-528-7300

三和区
三和体育館 025-532-4030
三和スポーツセンター 025-532-4030
三和スポーツ公園グラウンド 025-532-4030

名立区 うみてらす名立 名立の湯 ゆらら 025-531-6300

「障害者週間」 障害のある皆さんに施設を無料開放� 問  福祉課（☎025-520-5695）

市有財産を売却します� オンブズパーソン制度�
 申  問  オンブズパーソン事務局（☎025-527-3333、FAX025-522-4191、 ombuds@city.joetsu.lg.jp）

　市有財産（土地）を一般競争入札により売却
します。
●売却物件＝旧春日山駅前広場敷地
申入札参加申込書に必要事項を記入し、11月
25日㊋午後５時までに資産活用課（☎025-
520-5642）へ　他売却物件の詳細については、
入札案内書をご確認ください。入
札案内書、入札参加申込書は申込
先にあるほか、市ホームページか
らダウンロードできます

　市政などに関する苦情をお聞きし、公正で中立的な立
場のオンブズパーソンが調査します。調査の結果、職員
の行為などが不適切であった場合は、必要に応じて市に
対し是正勧告や改善の提言をします。
●苦情申し立ての対象
　市の業務や職員の行為に対して、違法、不当などと感
じた場合や自身が不利益を受けた事項であれば、どなた
でも申し立てることができます。ただし、その事実があっ
た日の翌日から１年を経過した事項や、議会に関するこ
となどは除きます。
●申し立ての方法
　苦情申立書をオンブズパーソン事務局へ提出してくだ
さい。郵送やファクシミリ、電子メールでも提出できま
す。申立書は同事務局や各総合事務所、市の施設にある
ほか、市ホームページからもダウンロードできます。
●オンブズパーソンへの相談
時毎週木曜日の午後１時～４時　※相談日
は市ホームページに掲載。オンラインでの
相談も可能ですので、詳しくは問い合わせ
てください

詳しくは

詳しくは
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　10月１日㊌から新型コロナワクチン、季節性インフルエンザの定期予防
接種を開始します。
　接種を希望する場合は、かかりつけ医やお近くの医療機関へ問い合わせて
ください。なお、各医療機関によって接種開始時期が異なる場合があります。
接種する時期などについて、かかりつけ医やお近くの医療機関と相談の上、
計画的な接種をお願いします。

●新型コロナワクチン定期接種　※掲載情報は、９月10日㊌時点の情報

対 　 　 　 象
・65歳以上の人
・�60歳～64歳で、心臓、腎臓、呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に障

害があり、身体障害者手帳１級に相当する人

実 施 期 間 10月１日㊌～令和８年３月31日㊋

接 種 回 数 １回

自 己 負 担 額 6,000円程度（決定次第、市ホームページなどでお知らせします。）
（生活保護世帯に属する人は無料。医療機関の窓口で証明書を提示）

接 種 場 所 上越市または妙高市の委託医療機関
（上越市、妙高市以外の医療機関で接種を希望する場合は、事前に問い合わせてください。）

予 約 方 法 かかりつけ医やお近くの医療機関へ直接予約してください。

使用するワクチン 各医療機関が入手可能なワクチンを使用

そ 　 の 　 他 医師が認める場合は、季節性インフルエンザなどと同時接種が可能です。

●季節性インフルエンザ、肺炎球菌ワクチン

種 類 季節性インフルエンザワクチン 肺炎球菌ワクチン

対 象

・65歳以上の人
・�60歳～64歳で、心臓、腎臓、呼吸器の機能また

はヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に障害が
あり、身体障害者手帳１級に相当する人

①65歳の人
②�60歳～64歳で、心臓、腎臓、呼吸器の機能また

はヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に障害が
あり、身体障害者手帳１級に相当する人

実 施 期 間 10月１日㊌～令和８年３月31日㊋ ①65歳の１年間
②60歳の誕生日の前日～65歳の誕生日の前日

接 種 回 数 １回 ①、②ともに１回
（ただし、過去に接種歴がない人）

自己負担額
1,650円 4,720円

（生活保護世帯に属する人は無料。医療機関の窓口で証明書を提示）

接 種 場 所 上越市または妙高市の委託医療機関
（上越市、妙高市以外の医療機関で接種を希望する場合は、事前に問い合わせてください。）

予 約 方 法 かかりつけ医やお近くの医療機関へ直接予約してください。

●その他の定期接種
　４月から帯状疱疹ワクチンの定期接種を実施しています。接種対象で、接種を希望する人は、令和８年３月
31日までに接種をお願いします。
　なお、２回接種が必要な組換えワクチンの接種を希望する人は、２回目の接種が令和８年３月31日までに完
了するよう接種を進めてください。

高齢者の定期予防接種� 問  健康づくり推進課（☎025-520-5711）

詳しくは
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●10月分の都市ガス料金
　原料費調整制度による10月分の都市ガス料金（一
般契約料金）は、５月～７月のLNG等平均原料価格（貿
易統計値）による調整を行ったほか、国の補助金を
活用して1㎥当たり８円を値引きします。

使用量区分 １㎥当たりの単価（税込）
０～25㎥ 139.21円

26～150㎥ 137.44円
151㎥以上 135.98円

前月検針分に比べ１㎥当たり0.92円の値上げとなります。
※基本料金は変わりません。
問ガス水道局総務課（☎025-522-5518）

●都市ガスファンヒーターレンタルを行っています
　設置する部屋にはガス
栓と電気コンセントが必
要です。また、レンタル
料金の徴収は、市指定ガ
ス器具販売業者が行いま
す。
時○レンタル期間＝設置
日～令和８年５月末　○受付期間＝随時　定150台

（申込順）　費5,500円（税込）　申ガス水道局料金
センター（☎025-522-7030） 問ガス水道局経営
企画課（☎025-522-5514）

ガス水道局からのお知らせ�

　病気やけがの治療に必要な輸血用血液は、
人工的に造ることができず長期保存ができな
いため、皆さんの善意の献血が頼りです。ご
協力をお願いします。
　新潟県赤十字血液センターでは、献血
Web会員サービス「ラブラッド」からの予
約をおすすめしています。ラブラッド会員で
ない人や初めて献血に協力する人も利用でき、
スムーズな受け付けや計画的な血液供給に役
立ちます。また、会員登録すると血液検査の
結果がWebで閲覧できるほか、予約や献血
などで貯まるポイントで記念品がもらえます。

　白血病などの血液難病に苦しむ人のために骨髄などを提供した人（ドナー）およびドナーが勤務
する事業所などに、助成を行います。

区　分 助成対象 助成額

ドナー本人

市内在住で、（公財）日本骨髄バ
ンクが実施する骨髄バンク事業に
おいて骨髄などの提供が完了し、
証明書類の交付を受けた人

ドナー特別休暇制度がない事業
所などに勤務する場合

骨髄などの提供に必要な通院また
は入院の日数×２万円（上限14万円）

ドナー特別休暇制度がある事業
所などに勤務する場合

骨髄などの提供に必要な通院また
は入院の日数×１万円（上限７万円）

ド ナ ー が 勤
務 す る 事 業
所など

ドナー特別休暇制度を設けており、
骨髄などを提供したドナーの雇用
を証明する書類を提出できる市内
の事業所など
※�ただし国・地方公共団体および

独立行政法人を除く

骨髄などの提供に必要な通院または入院の日数×１万円（上限７万円）

会　　場 実施日 受付時間
直江津ショッピング
センター・エルマール ４日㊏ 10：00～12：00

13：30～15：30

イオン上越店
※毎月第１・３火曜日
　　　第３・４日曜日

７日㊋
19日㊐
21日㊋
26日㊐

10：00～12：00　
13：30～16：00※

※�火曜日は
　15：30まで

浦川原コミュニティ
プラザ ８日㊌ 10：00～11：30

教育プラザ 14日㊋ 10：00～11：45

名立区総合事務所 14日㊋ 14：00～15：30

株式会社丸互 14日㊋ 10：00～11：30

献血キャラクター
けんけつちゃん

献血は命をつなぐ
ボランティアです

詳しくは

10月の献血バス運行日程� 問  健康づくり推進課（☎025-520-5712）

骨髄移植ドナー支援事業�  申 問  健康づくり推進課（☎025-520-5712）

詳しくは
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以
降
に
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２

５
・
５
２
７
・
３
６
２
４
）

●
育
休
復
帰
を
控
え
る
マ
マ
パ
パ

必
見 

家
事
手
放
し
講
座

　
育
休
復
帰
や
共
働
き
の
家
庭
が
、

家
事
や
育
児
を
「
ひ
と
り
で
抱
え

も
よ
お
し
・
講
座

込
ま
な
い
」
た
め
の

見
直
し
講
座
で
す
。

夫
婦
で
無
理
な
く
支

え
合
う
コ
ツ
を
楽
し

く
学
び
ま
す
。

時
11
月
11
日
㊋
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　
所
市
民
プ
ラ
ザ　
対

育
休
復
帰
を
控
え
て
い
る
人　
定

16
人
（
申
込
順
）　
講
和
田
し
ょ

う
こ
さ
ん（
お
う
ち
の
し
ご
と
代
表
）

保
育
ル
ー
ム
あ
り

対
６
カ
月
以
上

～
就
学
前　
定
７
人
（
申
込
順
）　

申
10
月
31
日
㊎
ま
で

●
地
域
社
会
に
お
け
る
女
性
の
活

躍
と
参
画　
～
活
躍
す
る
女
性

た
ち
か
ら
学
ぶ
地
域
に
お
け
る

女
性
参
画
の
ヒ
ン
ト
～

　
地
域
で
活
躍
す
る
女
性
の
お
話

を
聞
き
な
が
ら
、
女
性
の
社
会
参

画
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
講
師
の

お
話
の
後
、
参
加
者
同
士
で
感
じ

た
こ
と
や
、
身
近
に
で
き
る
こ
と

な
ど
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合

い
ま
す
。

時
11
月
15
日
㊏
午
後
２
時
～
４
時　

所
市
民
プ
ラ
ザ　
定
50
人
（
申
込

順
）　
講
青
木
ユ
キ
子
さ
ん
（
市

民
活
動
団
体
エ
コ
・
グ
リ
ー
ン
会

員
）、
高
山
ゆ
う
子
さ
ん
（
上
越

市
議
会
議
員
）　

保
育
ル
ー
ム
あ
り

対
６
カ
月
以
上

～
就
学
前　
定
７
人
（
申
込
順
）　

申
11
月
４
日
㊋
ま
で

●
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

　
「
大
き
な
家
」
上
映
会
～
児
童

養
護
施
設
の
日
々
～

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
親
と
離
れ

て
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
の
日
常
を

記
録
し
た
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
背
景
を
持
つ

人
々
の
暮
ら
し
に
触
れ
な
が
ら
、

他
者
へ
の
思
い
や
り
や
自
分
ら
し

さ
の
大
切
さ
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
11
月
17
日
㊊
午
後
３
時
15
分
～

５
時
45
分　
所
柿
崎
中
学
校　
定

１
５
０
人
（
申
込
順
）

保
育
ル
ー
ム
あ
り

対
６
カ
月
以
上

～
未
就
学
児　

定
７
人
（
申
込

順
）　
申
11
月

６
日
㊍
ま
で

新
潟
県
赤
十
字
安
全
奉
仕
団 

上
越
市
分
団
結
成
60
周
年
記
念
講
演
会

　
新
潟
県
赤
十

字
安
全
奉
仕
団

上
越
市
分
団
は
、

今
年
度
結
成
60

周
年
を
迎
え
ま

す
。
記
念
事
業
と
し
て
記
念
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

時
10
月
26
日
㊐
午
前
10
時
～
11
時

30
分　
所
ホ
テ
ル
ハ
イ
マ
ー
ト　

定
１
０
０
人　
講
古
川
慎
太
郎
さ

ん
（
上
武
大
学
准
教
授
）　
他
演

題
＝
「
救
急
救
命
士
教
育
に
お
け

る
赤
十
字
講
習
の
大
切
さ
」　
問

福
祉
課
（
☎
０

２
５
・５
２
０・

５
８
４
５
）

上
越
市
シ
ニ
ア
作
品
展

　
60
歳
以
上
の

市
民
の
皆
さ
ん

の
作
品
（
書

道
、
水
彩
画
、

陶
芸
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
、
編
み

物
、
水
墨
画
、

盆
栽
な
ど
）
を
一
堂
に
集
め
て
展

示
し
ま
す
。
日
々
の
趣
味
活
動
の

成
果
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
10
月
16
日
㊍
～
19
日
㊐
午
前
９

時
～
午
後
６
時　
所
オ
ー
レ
ン
プ

ラ
ザ　
問
高
齢

者
支
援
課
（
☎

０
２
５
・
５
２

０
・５
７
０
８
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座

「
絵
本
で
引
き
出
す
こ
ど
も
の
チ
カ
ラ
」

　
読
み
聞
か
せ

の
魅
力
を
通
し

て
子
ど
も
の
育

ち
へ
の
理
解
を

深
め
ま
す
。
子

ど
も
と
関
わ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自
身
の
子
育
て・

孫
育
て
に
も
役
立
ち
ま
す
。

時
11
月
15
日
㊏
午
前
10
時
～
正
午　

所
市
民
プ
ラ
ザ　
定
30
人（
抽
選
）　

申
問
11
月
５
日
㊌
ま
で
に
二
次
元

コ
ー
ド
ま
た
は
上
越
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

２
５
・
５
２
１
・
４
０
１
０
）

保
育
ル
ー
ム
あ
り

対
６
カ
月
～
就

学
前　
定
８
人

（
抽
選
）

事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

　
事
業
承
継
は
ま

だ
先
の
話
と
考
え

て
い
る
人
、
後
継

者
が
見
つ
か
ら
ず

悩
ん
で
い
る
人
、

事
業
拡
大
を
検
討

中
の
人
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

円
滑
な
事
業
承
継
に
必
要
な
「
事

業
承
継
計
画
書
」
の
作
成
や
承
継

の
手
段
と
し
て
の
Ｍ
＆
Ａ
の
活
用

に
つ
い
て
、
専
門
家
が
分
か
り
や

す
く
解
説
し
ま
す
。ま
た
、親
族
内

承
継
の
実
例
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
い
ま
す
。

時
11
月
11
日
㊋
午
後
２
時
～
４
時　

所
市
民
プ
ラ
ザ　
申
問
11
月
４
日

㊋
ま
で
に
産
業

政
策
課
（
☎
０

２
５・５
２
０・

５
７
２
９
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは詳しくは
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高
田
ま
ち
か
ど
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
５
秋

　
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ
た
市
指

定
文
化
財
の
洋
風
建
築
を
舞
台
に
、

音
楽
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
活
動
に
取

り
組
む
個
人
・
団
体
の
発
表
会
を

開
催
し
ま
す
。

時
10
月
12
日
㊐
午
前
10
時
～
午
後

３
時
45
分　
所
高
田
ま
ち
か
ど
交

流
館
（
旧
第
四
銀
行
高
田
支
店
）　

他
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、
入

場
制
限
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す　

問
文
化
振
興
課

（
☎
０
２
５・５

２
０・５
６
２
９
）

姉
妹
都
市
と
上
越
市
の 

観
光
と
物
産
展

　
姉
妹
都
市
と
上
越
市
の
特
産
品

の
販
売
や
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
い

ま
す
。

時
10
月
４
日
㊏
午
前
10
時
～
午
後

５
時
、
５
日
㊐
午
前
10
時
～
午
後

４
時　
所
直
江
津
屋
台
会
館　
他

参
加
都
市
＝
長
野
県
上
田
市
、
山

形
県
米
沢
市
、
静
岡
県
静
岡
市
、

北
海
道
室
蘭
市
、
佐
渡
市
、
山
梨

県
北
杜
市
、
東
京
都
荒
川
区　
問

上
越
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

（
☎
０
２
５
・

５
４
３
・
２
７

７
７
）

二
貫
寺
の
森
づ
く
り
活
動

　
二
貫
寺
の
森

で
、
小
低
木
や

下
草
刈
り
な

ど
、
保
全
活
動

を
行
う
ほ
か
、

間
伐
見
学
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

玉
切
り
体
験
や
子
ど
も
向
け
に
工

作
体
験
を
実
施
し
ま
す
。

所
二
貫
寺
の
森
管
理
棟　
時
11
月

１
日
㊏
午
前
９
時
～
正
午　
対
小

学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

要　
定
30
人
（
申
込
順
）　
申
10

月
10
日
㊎
～
24
日
㊎
の
間
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら　
問
農
林
水
産
整

備
課
（
☎
０
２

５
・
５
２
０
・

５
７
５
９
）

第
54
回
上
越
市
民
芸
能
祭

「
古
典
芸
能
の
つ
ど
い
」

　

市
内
の
謡よ
う

曲き
ょ
く

仕し

舞ま
い

・
詩し

吟ぎ
ん

剣け
ん

舞ぶ

・
日に

ち
舞ぶ

な
ど
の
団
体
が
、
日
頃

の
稽
古
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

時
10
月
26
日
㊐
午
前
10
時
～
午
後

２
時
15
分
（
開
場
＝
午
前
９
時
30

分
）　
所
リ
ー

ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

上
越　
問
社
会

教
育
課
（
☎
０

２
５・５
４
５・

９
２
５
４
）

じ
ょ
う
え
つ
歴
史
講
座 

春
日
山
講
座
３ 

謙
信
公
の
居
城 

春
日
山
城
へ
行
く

　
上
杉
謙
信
公

の
居
城
、
春
日

山
城
の
散
策
を

行
い
ま
す
。

　
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
を
出

発
し
、
三
の
丸
跡
を
経
て
本
丸
跡

を
目
指
し
な
が
ら
、
城
跡
の
修
復

に
用
い
る
土
を
運
ぶ
、「
土
の
一

袋
運
動
」を
行
い
ま
す
。
帰
り
は
、

大
手
道
を
歩
き
ま
す
。

　
秋
の
春
日
山
を
楽
し
み
な
が
ら
、

城
跡
の
保
全
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

時
11
月
８
日
㊏
午
前
９
時
～
正
午　

所
集
合
＝
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

定
30
人
（
小
学
生
以
上
、申
込
順
）　

申
問
10
月
20
日
㊊
以
降
に
文
化
行

政
課
（
☎
０
２

５
・
５
４
５
・

９
２
６
９
）

親
子
運
動
あ
そ
び
教
室

　
親
子
で
一
緒

に
、
組
み
運
動

や
タ
オ
ル
を

使
っ
た
運
動
遊

び
を
楽
し
み
ま

す
。
家
庭
で
で

き
る
運
動
も
紹
介
し
ま
す
。

時
11
月
９
日
㊐
午
前
10
時
～
11
時　

所
高
田
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　
対

３
～
５
歳
児
と
そ
の
保
護
者　
定

15
組
（
抽
選
）　
費
１
組
２
０
０

円　
申
問
10
月
24
日
㊎
ま
で
に
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
推

進
課
（
☎
０
２
５
・
５
４
５
・

９
２
４
６
、

sports-k@
city.joetsu.
lg.jp

）
旧
今
井
染
物
屋 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

手
仕
事
作
家
に
よ
る
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
を
テ
ー
マ
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

時
10
月
18
日
㊏
午
前
10
時
～
午
後

４
時　
費
入
館
無
料
（
体
験
は
別

途
料
金
が
必

要
）　
他
旧
今

井
染
物
屋
裏
の

駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い　

所
問
旧
今
井
染

物
屋
（
☎
０
２

５
・
５
２
０
・

９
７
８
８
）

上
越
市
立
水
族
博
物
館 

「
う
み
が
た
り
」の
も
よ
お
し

●
エ
コ
も
っ
と
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ

　
う
み
が
た
り
の
ス
タ
ッ
フ
と
一

緒
に
海
岸
清

掃
活
動
を
行

う
環
境
学
習

プ
ロ
グ
ラ

ム
。
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
採

取
や
漂
着
物

の
解
説
の
ほ
か
、
そ
れ
ら
が
生
き

も
の
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
も

学
べ
ま
す
。

時
10
月
５
日
㊐
午
前
11
時
～
（
30

分
程
度
）　
所
船
見
公
園　
問
上

越
市
立
水
族
博

物
館
（
☎
０
２

５
・
５
４
３
・

２
４
４
９
）

く
る
み
家
族
園 

イ
ベ
ン
ト
湯

所
問
く
る
み
家
族
園（
☎
０
２
５・

５
４
４
・
７
４
４
０
）

●
イ
ベ
ン
ト
湯

時
す
だ
ち
の
湯

＝
10
月
５
日

㊐
、
紅
葉
の
湯

＝
19
日
㊐
い
ず

れ
も
午
前
10
時

～
午
後
９
時　

費
一
般
４
２
０
円
、
小
・
中
学
生

２
１
０
円
。（
シ
ニ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
、

障
害
者
手
帳
な
ど
の
提
示
に
よ
る

割
引
制
度
あ
り
）

詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは 詳しくは

詳しくは
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地
球
環
境
学
校 

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　
わ
ら
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
の
工
作

や
古
民
具
の
見
学
の
ほ
か
、
縄
な

い
な
ど
の
昔
の
暮
ら
し
が
体
験
で

き
ま
す
。

時
10
月
25
日
㊏
午
前
9
時
30
分
～

午
後
4
時
（
体
験
ブ
ー
ス
の
材

料
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）　
費

１
０
０
円
〜
３
０
０
円
（
材
料

費
）　
他
中
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴　
所
問
地
球
環
境
学
校
（
☎

０
２
５・５
４
１・

２
３
１
０
、

kankyogakkou
@
gm
ail.com

）

新
潟
県
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ 

体
験
会

時
○
富
岡
会
場

＝
10
月
18
日

㊏
、
11
月
29
日

㊏
の
午
前
10
時

30
分
～
11
時
20

分　
○
板
倉
会
場
＝
10
月
19
日
㊐
、

11
月
30
日
㊐
午
前
10
時
～
11
時　

所
○
富
岡
会
場
＝
Ｃ
ｌ
ｉ
ｍ
ｂ
ｉ

ｎ
ｇ 

ｇ
ｙ
ｍ 

ジ
ェ
イ
プ
ラ
ス（
上

越
ウ
イ
ン
グ
マ
ー
ケ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
内
）　

○
板
倉
会
場
＝
板
倉

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
旧
山

部
小
学
校
）　
対
小
中
学
生
と
そ

の
保
護
者　
定
各
回
小
中
学
生
10

人
（
申
込
順
）　
講
新
潟
県
山
岳

協
会
指
導
員　
申
10
月
５
日
㊐
以

降
に
新
潟
県
山
岳
協
会
特
設
ペ
ー

ジ
か
ら　
他
動
き
や
す
い
服
装
で

タ
オ
ル
と
上
履
き
を
持
参　
問
新

潟
県
山
岳
協
会
競
技
委
員
会
の
田

中
さ
ん
（
☎
０

７
０
・
７
４
０

０・２
６
３
３
）

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー 

休
日
相
談
会

　
就
学
前
の
お

子
さ
ん
の
発
達

に
関
す
る
相
談

会
で
す
。
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

時
11
月
９
日
㊐　
①
午
前
９
時
～

９
時
50
分　
②
午
前
10
時
～
10
時

50
分　
③
午
前
11
時
～
11
時
50
分　

対
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
て
い
な
い
就
学
前
の
子
ど

も
の
保
護
者　
定
12
組（
申
込
順
）　

所
申
問
10
月
16
日
㊍
～
29
日
㊌
の

間
に
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
交
流
プ
ラ
ザ
内
、☎
０
２
５・

５
２
２
・
４
６
０
９
）

乳
児
期
の
親
子
の
絆
を
支
え
る 

子
育
て
支
援
者
の
た
め
の
マ
ザ
リ
ー
ズ
講
座

　
赤
ち
ゃ
ん
の
情
緒
安
定
や
言
葉

の
発
達
に
効
果

的
な
「
マ
ザ

リ
ー
ズ
」
を
通

し
て
、
子
育
て

支
援
に
役
立
つ

知
識
と
関
わ
り

方
の
ス
キ
ル
を

深
め
ま
す
。

時
10
月
14
日
㊋
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分　
所
市
民
プ
ラ
ザ　
対

子
育
て
支
援・保
育
に
携
わ
る
人
、

子
育
て
支
援
に
関
心
の
あ
る
人　

定
40
人
（
抽
選
）　
講
内
山
伊
知

郎
さ
ん
（
同
志
社
大
学
心
理
学
部

教
授
）
ほ
か　
他
赤
ち
ゃ
ん
向
け

の
絵
本
１
冊
持
参　
問
申
10
月
10

日
㊎
正
午
ま
で
に
二
次
元
コ
ー
ド

ま
た
は
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ミ
ー

ズ・ネ
ッ
ト（
☎

０
２
５
・
５
２

６
・
１
０
９
９
）

上
越
市
農
林
水
産 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
私
た
ち
の
生

活
を
支
え
て
い

る
農
林
水
産
業

の
魅
力
を
再
発

見
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
上
越
野

菜
な
ど
の
販
売
、

棚
田
米
お
に
ぎ

り
の
無
料
配
布
、
農
業
機
械
の
展

示
の
ほ
か
、
丸
太
切
り
な
ど
の
各

種
体
験
を
行
い
ま
す
。

時
10
月
11
日
㊏
午
前
10
時
～
午
後

２
時　
所
直
江
津
屋
台
会
館　
問

上
越
市
農
林
水
産
業
振
興
協
議
会

事
務
局
（
農
政

課
内
、
☎
０
２

５
・
５
２
０
・

５
７
４
８
）

に
い
が
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ（
上
越
会
場
）

　

｢

つ
な
げ
よ

う
子
ど
も
た
ち

の
未
来
へ
～
い

の
ち
の
循
環 

地
域
の
循
環

～
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
、
約

30
店
舗
出
展
の

マ
ル
シ
ェ
、み
ん
な
の
ト
ー
ク
会
、

種
の
交
換
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。

時
10
月
26
日
㊐
午
前
10
時
～
午
後

３
時
30
分　
所
謙
信
公
武
道
館　

問
実
行
委
員
の
坂
田
さ
ん
（
☎
０

９
０･

１
６
１
１･

１
６
０
０
）、

イ
ベ
ン
ト
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア

カ
ウ
ン
ト
＠organicfesta_

jouetsu

●
種
交
換
会

　
自
家
採
取
し
た
種
を
そ
れ
ぞ
れ

持
ち
寄
り
、
参
加
者
同
士
で
自
由

に
交
換
し
ま
す
。

時
午
前
11
時
15
分
～
正
午　
他
種

は
改
正
種
苗
法
の
登
録
品
種
以
外　

問
実
行
委
員
の
鴫し

ぎ
谷た

に
さ
ん
（
☎
０

９
０･

７
７
０
４･

６
７
９
３
）

正
善
寺
工
房
「
体
験
教
室
」

申
問
詳
し
く
は
、正
善
寺
工
房（
☎

０
２
５
・
５
２
３
・
０
６
２
１
）

●
お
や
き
作
り
教
室

時
10
月
15
日
㊌
午
前
10
時
～

費
１
８
０
０
円

●
コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り
教
室

時
10
月
21
日
㊋

午
前
10
時
～

費
１
６
０
０
円

●
旬
の
地
場
野
菜
料
理
教
室

時
10
月
22
日
㊌
午
前
10
時
～

費
１
８
０
０
円　
　

●
寄
せ
植
え
教
室

時
10
月
22
日
㊌
午
後
１
時
30
分
～

費
３
０
０
０
円

●
美
文
字
教
室

時
10
月
24
日
㊎
午
後
１
時
30
分
～

費
１
０
０
０
円

●
り
ん
ご
の
簡
単
な
パ
ン
作
り
教
室

時
10
月
28
日
㊋

午
前
10
時
～

費
１
８
０
０
円

●
笹
団
子
作
り
教
室

時
10
月
29
日
㊌

午
前
10
時
～

費
１
６
０
０
円

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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正
善
寺
古
道
散
策
会
３ 

「
里
山
の
紅
葉
と
権
現
堂
と
宇
津
尾
砦
と
」

　
春
日
山
城
跡
周
辺
の
古
道
を
歩

き
、
権
現
堂
な
ど
を
巡
り
ま
す
。

時
11
月
３
日
㊊
・
㊗
午
前
８
時
～

午
後
0
時
30
分　
所
集
合
場
所
＝

正
善
寺
工
房
駐
車
場　
定
40
人（
申

込
順
）　
費
一
般
１
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
５
０
０
円　
申
問
10

月
13
日
㊊・㊗
～
29
日
㊌
の
間
に
、

正
善
寺
地
区
振
興
協
議
会
の
内
田

さ
ん
（
☎
０
２
５
・
５
２
５
・
８

３
９
８
、

uchi3301357@
 

yahoo.co.jp

）

上
越
地
域
障
が
い
者 

雇
用
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
障
が
い
者
雇

用
の
経
験
が
な

い
、
ま
た
は
、

よ
り
積
極
的
な

雇
用
を
考
え
て

い
る
企
業
を
対

象
と
し
た
、
障

が
い
者
雇
用
に
向
け
た
ノ
ウ
ハ
ウ

が
得
ら
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

時
11
月
６
日
㊍
午
後
１
時
30
分
～

４
時　
所
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ　
対

企
業
の
人
事
担
当
者
・
従
業
員
、

障
が
い
福
祉
施
設
就
労
担
当
者
な

ど　
講
清
澤
康
伸
さ
ん　
申
問
10

月
29
日
㊌
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

上
越
事
業
所
・
学
卒
部
門
担
当
の

久
我
さ
ん
（
☎
０
２
５・５
２
３・

６
１
２
１
、
部

門
コ
ー
ド
３
２

♯
）令

和
７
年
度
上
越
地
域 

精
神
保
健
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
精
神
障
害
の

あ
る
人
が
、
安

心
し
て
自
分
ら

し
く
生
活
で
き

る
地
域
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
開

催
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。
今
年

度
は
「
つ
な
が
り
の
中
で
自
分
ら

し
く
生
き
る
～
私
た
ち
の
リ
カ
バ

リ
ー
」を
テ
ー
マ
に
実
施
し
ま
す
。

時
10
月
25
日
㊏
午
後
２
時
～
４
時　

所
市
民
プ
ラ
ザ　
定
60
人（
抽
選
）　

申
問
10
月
10
日
㊎
ま
で
に
上
越
地

域
振
興
局
地
域
保
健
課
（
☎
０
２

５
・
５
２
４
・
６
１
３
２
）

私
は
私
ら
し
く
歩
い
て
行
こ
う
！

「
い
つ
で
も
カ
フ
ェ
」

　
暮
ら
し
の
こ

と
、
か
ら
だ
や

心
の
こ
と
な

ど
、
一
緒
に
お

話
し
し
ま
せ
ん

か
。

時
10
月
８
日
㊌
、
23
日
㊍
午
前
10

時
～
正
午 

所
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス

コ
ー
ヒ
ー
上
越
店　
定
各
日
15
人

（
申
込
順
）　
費
無
料
（
飲
み
物
は

各
自
店
内
で
購
入
）　
申
問
10
月

６
日
㊊
～
開
催
日
前
日
ま
で
に
リ

ボ
ー
ン
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
５・５
３
０・７
８
０
２
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

「
つ
ど
い
」

　
認
知
症
の
人

や
介
護
家
族
、

認
知
症
の
介
護

に
関
心
が
あ
る

人
を
対
象
に
情

報
交
換
を
行
う

ほ
か
、
認
知
症

や
介
護
に
関
す

る
悩
み
な
ど
を
共
有
し
ま
す
。

時
10
月
18
日
㊏
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　
所
市
民
プ
ラ
ザ　
費

２
０
０
円　
問
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
新
潟
県
支
部
上
越
地
区
の

田
中
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
１
４
２

３
・
０
６
７
５
）

語
り
、学
び
、つ
な
が
ろ
う 

認
知
症
の
人
へ
の
接
し
方

　
認
知
症
の
人
の
ご
家
族
や
支
援

し
て
い
る
人
が
、
認
知
症
の
症
状

に
合
わ
せ
た
対
応
方
法
を
理
解
す

る
た
め
の
全
２
回
の
講
座
で
す
。

時
10
月
９
日
㊍
、
23
日
㊍【
昼
の

部
】
＝
各
日
午
後
１
時
30
分
～
３

時　
【
夜
の
部
】
＝
各
日
午
後
６

時
～
７
時
30
分　
所
市
民
プ
ラ
ザ　

定
各
10
人
（
申
込
順
）　
申
問
10

月
６
日
㊊
～
各
開
催
日
の
前
日
ま

で
に

（福）
上
越
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
０
２
５・５
２
６・１
５
１
５
）

認
知
症
を
し
ろ
う 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
に
関

す
る
正
し
い
知

識
や
対
応
の
仕

方
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

時
11
月
５
日
㊌

午
後
２
時
～
３

時
30
分　
所
吉
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ　
定
20
人（
申
込
順
）　
申

問
10
月
21
日
㊋
～
11
月
4
日
㊋
の

間
に

（福）
上
越
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
６
・
１
５

１
５
）

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
高
齢
者
を
対
象
に
市
が
行
う
訪

問
型
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
話

し
相
手
や
安
否
確
認
、家
事
援
助
）

を
担
う
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養

成
し
ま
す
。

時
10
月
31
日
㊎

午
前
９
時
30

分
～
正
午　
所

ユ
ー
ト
ピ
ア
く

び
き
希
望
館　

申
開
催
日
の
前

日
ま
で
に

（福）
上
越
市
社
会
福
祉
協

議
会
地
域
福
祉
課
（
☎
０
２
５
・

５
２
６
・
１
５
１
５
）

健
康
生
活
支
援
員 

養
成
講
習
会

　
い
つ
ま
で
も

元
気
で
自
立
し

た
生
活
を
続
け

ら
れ
る
よ
う

に
、
健
康
管
理

（
セ
ル
フ
ケ
ア
）
や
健
康
寿
命
を

延
ば
し
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
工
夫

な
ど
を
学
べ
ま
す
。
全
日
程
を
受

講
し
、
検
定
に
合
格
し
た
人
に
は

認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

時
11
月
29
日
㊏
、
30
日
㊐
午
前
９

時
30
分
～
午
後
５
時　
費
９
０
０

円　
所
市
民
プ
ラ
ザ　
定
20
人（
申

込
順
）　
申
10
月
８
日
㊌
～
11
月

11
日
㊋
の
間
に
福
祉
課
（
☎
０
２

５
・
５
２
０
・
５
８
４
５
）
※
赤

十
字
新
潟
県
支

部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
申
し

込
み
で
き
ま
す

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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第
15
回
市
民
が
ん
公
開
講
座 

「
が
ん
予
防
と
治
療
の
進
歩
」

　
急
速
に
進
む

が
ん
治
療
の
現

状
な
ど
に
つ
い

て
、
診
療
に
携

わ
っ
て
い
る
県

立
中
央
病
院
専

門
医
お
よ
び
栄
養
課
長
の
立
場
か

ら
分
か
り
や
す
く
講
演
し
ま
す
。

時
10
月
11
日
㊏
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　
所
県
立
中
央
病
院 

講
堂　
定
１
０
０
人
（
当
日
先
着

順
）　
問
県
立
中
央
病
院 

が
ん
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
・

５
２
２
・
７
７
１
１
）

ち
め
い
ど
う
祭
り
２
０
２
５

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
、

介
護
の
お
悩
み
な
ど
に
お
答
え
す

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
来
春
放
送
予
定
の
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
風
、
薫
る
」
の
モ
チ
ー
フ

と
な
っ
た
大
関
和ち

か
の
展
示
の
ほ
か
、

コ
ン
サ
ー
ト
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

時
10
月
11
日
㊏
午
前
９
時
30
分
～

午
後
１
時
30
分　
所
知
命
堂
病
院　

問
知
命
堂
病
院

総
務
課
（
☎
０

２
５・５
２
３・

２
１
６
１
）

さ
い
が
た
医
療
セ
ン
タ
ー 

健
康
の
日

●
イ
ベ
ン
ト
内
容

①
看
護
師
に
よ
る
健
康
相
談

　
血
圧
や
体

調
の
こ
と
な

ど
、
気
に
な

る
こ
と
を
気

軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

②
リ
ハ
ビ
リ
職
員
に
よ
る
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操

　
か
ら
だ
を
動
か
し
な
が
ら
、
日

常
で
で
き
る
簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ
を

一
緒
に
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

③
薬
剤
師
に
よ
る
薬
剤
相
談

　
薬
の
飲
み
合
わ
せ
や
副
作
用
の

相
談
、
安
心
し
て
使
え
る
後
発
医

薬
品
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

④
検
査
科
職
員
に
よ
る
検
査
体
験

　
普
段
な
か
な
か
受
け
ら
れ
な
い

検
査
を
体
験
い
た
だ
け
ま
す
。

時
10
月
11
日
㊏
午
後
１
時
～
３
時　

所
大
潟
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　

定
50
人
（
当
日
先
着
順
）　
申
問

Ｎ
Ｈ
Ｏ
さ
い
が
た
医
療
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
５・５
３
４・３
１
３
１
）

救
命
講
習

所
上
越
地
域
消
防
局　
定
30
人（
申

込
順
）　
申
問
上
越
消
防
署
（
☎

０
２
５
・
５
４
４
・
０
１
１
９
）

●
普
通
救
命
講
習

　
成
人
の
心
肺

蘇
生
法
、
異
物

除
去
、
止
血
法

な
ど
を
学
び
ま

す
。

時
11
月
16
日
㊐
午
前
９
時
～
正
午　

申
10
月
27
日
㊊
～
11
月
２
日
㊐

●
上
級
救
命
講
習

　
乳
児
、
小
児
を
含
む
心
肺
蘇
生

法
、
異
物
除
去
、
止
血
法
お
よ
び

搬
送
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

時
11
月
８
日
㊏
午
前
９
時
～
午
後

５
時
30
分　
申
10
月
20
日
㊊
～
26

日
㊐浄

興
寺
大
門
通
り 

「
大
根
焚
き
」

　
無
病
息
災
を

願
う
伝
統
行
事

で
す
。
大
根
の

煮
物
の
ほ
か
、

お
に
ぎ
り
と
厚

揚
げ
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
ま

す
。

※�

事
前
に
予
約
券
を
購
入
し
、
会

場
で
食
事
ま
た
は
持
ち
帰
り

時
11
月
３
日
㊊
・
㊗
午
前
11
時
～

午
後
１
時　
所
浄
興
寺（
寺
町
２
）　

費
６
０
０
円　
申
10
月
17
日
㊎
ま

で
に
寺
町
２
丁
目
町
内
会
館
ま
た

は
浄
興
寺
で
予
約
券
を
購
入　
問

寺
町
２
丁
目
町
内
会
事
務
所
（
☎

０
２
５
・
５
２
４
・
８
９
７
７
）

寺
院
巡
り
と
語
り
部
の
会

　
寺
院
見
学
と

講
話
を
通
じ
て
、

寺
町
の
歴
史
や

文
化
財
に
つ
い

て
学
べ
ま
す
。

時
10
月
24
日
㊎
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　
所
大
嚴
寺（
寺
町
３
）　

講
佐
藤
信
明
さ
ん
（
住
職
）、
川

村
知
行
さ
ん
（
上
越
教
育
大
学
名

誉
教
授
）　
他
駐
車
場
＝
寺
町
駐

車
場
、
寺
町
３
丁
目
町
内
会
館
駐

車
場　
問
寺
町
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
斉
藤
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
１

６
９
３
・
５
１
７
５
）

合
同
企
業
説
明
会
＆ 

お
し
ご
と
プ
チ
体
験

　
一
度
に
複
数
企
業
の
話
が
聞
け

る
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
お
仕
事
の
プ
チ
体
験
も
で
き
、

求
人
票
で
は
分
か
ら
な
い
企
業
の

魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

時
10
月
20
日
㊊
午
後
１
時
～
４
時　

所
市
民
プ
ラ
ザ　
対
お
お
む
ね
35

～
59
歳
の
人　
申
事
前
申
込
制（
当

日
参
加
可
）　
問
㈱
エ
ム
・
エ
ス

オ
フ
ィ
ス
（
☎
０

２
５
８
・
３
０
・

１
２
３
０
）

上
越
人
材
ハ
イ
ス
ク
ー
ル 

受
講
生
募
集

○�

シ
ニ
ア
エ
ク
セ
ル
基
礎

○�

エ
ク
セ
ル
応
用

○�

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
ビ
ジ
ネ
ス
活
用

○�

製
造
業
の
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー

研
修

○
日
商
簿
記
検
定
（
初
級
）

○
建
設
業
経
理
士
検
定
（
２
級
）

○
機
械
要
素

○
伝
動
装
置

○
油
圧
・
空
気
圧
装
置

○�

機
械
保
全
（
実
技
）
※
受
験
資

格
が
必
要
で
す

申
問
上
越
人
材
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
（
☎

０
２
５・５
２
３・

２
６
９
０
）

令
和
７
年
度 

手
話
体
験
講
座

　
初
心
者
向
け
の
講
座
で
す
。

時
①
11
月
３
日
㊊
・
㊗
午
後
５
時

～
７
時
、
②
11
月
16
日
㊐
午
後

２
時
～
４
時
※
い
ず
れ
も
同
じ
内

容　
所
市
民
プ
ラ
ザ　
対
18
歳
以

上
の
市
民　
定
各
回
10
人（
抽
選
）　

申
問
①
10
月
20
日
㊊
ま
で
、
②
11

月
４
日
㊋
ま
で
に

（福）
上
越
市
社
会

福
祉
協
議
会（
☎
０
２
５・５
２
６・

１
５
１
５
、
FAX

０
２
５
・
５
２

６・１
２
３
０
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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第
16
回
浦
川
原
和
太
鼓
祭

　
保
倉
川
太
鼓
、
特
別
ゲ
ス
ト
の

東
京
都
立
篠
崎
高
等
学
校
和
太
鼓

部
（
東
京
都
江
戸
川
区
）
に
よ
る

演
奏
の
ほ
か
、
越
後
上
越
上
杉
お

も
て
な
し
武
将
隊
が
出
演
し
ま
す
。

時
10
月
11
日
㊏
午
後
２
時
～
４
時　

所
浦
川
原
体
育
館　
問
保
倉
川
太

鼓
事
務
局
（
☎

０
９
０
・
１
５

０
９
・
２
５
７

８
）マ

イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座 

受
講
生
作
品
展

　
水
墨
画
、
水
彩
画
、
編
み
物
、

生
け
花
講
座
受

講
生
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

時
10
月
25
日
㊏

～
11
月
11
日
㊋　

問
ワ
ー
ク
パ
ル

上
越
（
☎
０
２

５
・
５
４
５
・

５
１
１
１
）

上
越
市
民
吹
奏
楽
団・ 

尾
西
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

　
愛
知
県
一
宮
市
か
ら
当
団
姉
妹

バ
ン
ド
「
尾
西
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
」
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
演

奏
会
を
開
催
し

ま
す
。
各
団
の

演
奏
の
ほ
か
、

合
同
演
奏
に
よ

る
迫
力
の
あ
る

ス
テ
ー
ジ
を
お

楽
し
み
く
だ
さ

い
。

時
10
月
26
日
㊐
午
後
２
時
（
開
場

＝
午
後
１
時
30
分
）　
所
オ
ー
レ

ン
プ
ラ
ザ　
費
一
般
前
売
券
＝
１

０
０
０
円
、
当
日
券
＝
１
２
０
０

円
、
高
校
生
以
下
＝
５
０
０
円　

※
チ
ケ
ッ
ト
は
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ

な
ど
で
販
売　
他
指
揮
＝
長
谷
川

正
規
さ
ん
ほ
か　
問
上
越
市
民
吹

奏
楽
団
の
綿
貫
さ
ん（
☎
０
２
５・

５
３
０
・
８
０
１
３
）

フ
ル
ー
ト 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル　
オ
イ
レ
ン 

第
18
回 

ラ
ン
グ
サ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

　
フ
ル
ー
ト
の
美
し

い
音
色
の
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
を
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
気
分
で
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

時
10
月
19
日
㊐
午
後
２
時
（
開

場
＝
午
後
１
時
30
分
）　
所
リ
ー

ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越　
他
演
奏
曲

目
＝
カ
ル
メ
ン
組
曲
、
愛
の
讃
歌

ほ
か　
問
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
オ
イ
レ
ン
の
米
山
さ
ん
（
☎
０

２
５
・
５
２
４
・
３
３
１
８
）

第
51
回
硯け
ん

心し
ん

書
道
展

　
学
生
会
員�

（
小
・
中
学

生
・
高
校

生
）、
一
般

会
員
、役
員
、

支
部
長
の
書

道
作
品
・
硬

筆
作
品（
学
生
）を
展
示
し
ま
す
。

時
10
月
18
日
㊏
、
19
日
㊐
午
前
９

時
～
午
後
６
時
（
19
日
㊐
は
午
後

３
時
ま
で
）　
所
教
育
プ
ラ
ザ
体

育
館　
問
久
比
岐
野
書
道
会
事
務

局
（
☎
０
２
５
・
５
２
６
・
２
３

７
１
）
※
火
・
木
・
金
曜
日
、
午

前
10
時
～
午
後
３
時

第
５
回
コ
ス
モ
ス
朗
読
サ
ロ
ン
発
表
会 

コ
ス
モ
ス
の
花
た
ち

　
朗
読
サ
ロ
ン
会
員
に
よ
る
朗
読

発
表
会
で
す
。
会
員
各
自
が
選
ん

だ
小
説
、随
筆
な
ど
を
朗
読
し
ま
す
。

時
10
月
26
日
㊐
午
後
２
時
～
４
時

（
開
場
＝
午
後
１
時
30
分
）　
所

オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ　
他
未
就
学
児

は
入
場
不
可　

問
コ
ス
モ
ス

朗
読
サ
ロ
ン

の
関
谷
さ
ん

（
☎
０
２
５・

５
４
５
・
３

３
５
４
）

詳しくは

　生まれ育った郷土への思いを深め
るとともに、大人としての自覚と決
意を新たにします。
時令和８年４月４日㊏午後１時30
分　所リージョンプラザ上越　対平
成17年４月２日～平成18年４月１
日に生まれた人　他対象者には令和
８年２月下旬頃に案内状を送付予定。
上越市に住民登録のある人は申し込
み不要。市外に住所を移した人で参
加を希望する場合は申し込みが必要　申令和８年２月６日㊎までに
市ホームページから氏名、生年月日、案内状送付先住所（実家など
の場合は世帯主の氏名）を入力

●実行委員会の委員、代表スピーチ者を募集
対令和８年度の対象者で、会議と式典当日に参
加できる人　申10月15日㊌まで
○実行委員会の委員
　「二十歳を祝うつどい」の式典の進行や、式
典後のアトラクションを企画・運営します。
時実行委員会＝月１回程度
○代表スピーチ
式典時に参加者を代表してスピーチします。

詳しくは

令和８年度 上越市二十歳（はたち）を祝うつどい�
申  問  社会教育課（☎025-545-9245、 joetsu-20@city.joetsu.lg.jp）

詳しくは
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　越後・謙信SAKEまつりは今年で記念すべき第20回を迎えます。
　上越地域の日本酒をはじめさまざまなお酒を本町商店街に一堂に集
めて試飲・販売します。地元グルメも多数出店しますので、お酒を飲
む人も飲まない人も楽しめます。
時10月18日㊏午前11時～午後７時、19日㊐午前10時～午後４時　
所本町商店街　問越後・謙信SAKEまつり実行委員会事務局（☎025-
521-2627）

第20回越後・謙信SAKEまつり2025�

イベント名 内容 とき
４
館
共
通

読書週間推薦こどもの本
ブックリスト2025

読書週間に特にお薦めする子ども向けの本の一覧を配布す
るほか、一覧に掲載した本を展示します。

10月27日㊊～
11月９日㊐

高
田
図
書
館

前
島
密
生
誕
１
９
０
年
を
記
念
し
て

展示「前島密」 前島密に関係する写真を展示し、その人生を振り返ります。 ９月27日㊏～
11月30日㊐

「往復書簡」の本の展示 歴史上の人物や文学者などの手紙のやり取りが含まれてい
る本を展示、貸出します。

10月28日㊋～
11月９日㊐

ワークショップ
「葉っぱのおてがみ」

郵便の木「タラヨウ」の葉っぱで手紙を作ります。前島密
記念館館長のミニ講話もあります。
対小学生以上　定各回20人（申込順）　費無料（必要に応
じ切手代）　申10月８日㊌以降、高田図書館窓口または電
話（☎025-523-2603）、メール（ t-toshokan@city.
joetsu.lg.jp）

11月９日㊐
①午前10時30分～
　11時30分
②午後2時～3時

耳で聴く録音図書体験会 専用の再生機器やパソコンを使って、録音図書を実際に聴
いてみます。

11月５日㊌午前10時
30分～正午、午後１
時～３時

浦
川
原
分
館

しおりづくり 簡単な工作で自分だけのしおりを作ります。 11月１日㊏午前10時
～午後４時

リサイクルブック市（本・雑誌） なくなり次第終了します。本を入れる袋は持参してください。 11月１日㊏、２㊐
午前10時～午後4時

頸
城
分
館

リサイクルブック市（本・雑誌） なくなり次第終了します。本を入れる袋は持参してください。
11月２日㊐、３日㊊・
㊗午前10時～午後４
時

直
江
津
図
書
館

食べ物系小説てんこ盛り 「食べ物系小説」を集めて展示します。 10月27日㊊～
11月９日㊐

推しの本棚
来館者からパネルに自分の「推し」を書いた用紙を貼って
もらいます。司書が関連本の展示をします。
対10代〜

10月27日㊊～
11月９日㊐

英語のわらべうたの会
スペシャル

英語のわらべうたを歌ったり、英語で絵本の読み聞かせを
したりします。

11月２日㊐午前11時
～11時30分

おはなしとことこのおはなし
たいむ 絵本の読み聞かせや紙芝居を上演します。 11月８日㊏午前11時

～11時30分

読書週間のもよおし�
 問  高田図書館（☎025-523-2603）、高田図書館浦川原分館（☎025-599-2830）、　　　　　　　　　　　　

高田図書館頸城分館（ユートピアくびき希望館内、☎025-530-2360）、直江津図書館（☎025-545-3232）

詳しくは

詳しくは
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●プレミアムパフォーマンス
　市内で活動・活躍する団体などが出演し、多彩な
ジャンルで上質なパフォーマンスをお届けします。
出演者および出演順は市ホームページをご覧くださ 
い。
時10月19日㊐午後
２時～４時（開場＝
午後１時）　所上越
文化会館　問文化振
興課（☎025-520-
5628）

●文化・芸術情報発信サイトの掲載
　文化・芸術に関するイベント情報を市ホームペー
ジに掲載します。掲載できる催しは市ホームページ
でご確認ください。　
他掲載されるまで10日ほど時間がかかりますので、
催しの内容が確定次第、お早めにお申し込みくだ
さい　申 問掲載申込書に必要事項を記入の上、郵
送またはファクシミリ、メールのい
ずれかの方法で文化振興課（☎025-
520-5628、FAX025-520-5853、

bunka@city.joetsu.lg.jp）

詳しくは詳しくは

上越まるごと文化祭2025�

●ニュースポーツ教室
　誰でも気軽に楽しめるボッチャやモルックなど、
さまざまなニュースポーツを体験できます。
時10月16日～12月４日の間の毎週木曜日（全８回）
午前９時30分～11時30分　所総合体育館　定20
人（抽選）　費２千
円　 申10月 ６ 日
㊊までに、市ホー
ムページの申し込
みフォームまたは
スポーツ推進課

●上越-健康運動プログラム（J-WELLNESS）教室
　ノルディックウォーキングや体幹トレーニングを
行うほか、自身の体組成と運動機能を測定します。
生活習慣病や肥満の予防にお役立てください。
時11月５日～12月24日の間の毎週水曜日（全８
回）午前９時30分～11時30分（初回のみ正午まで）　 
所高田スポーツセンター（初回のみ総合体育館）　
対20歳以上　定30人（抽選）　費２
千円　申10月22日㊌までに市ホーム
ページの申し込みフォームまたはス
ポーツ推進課

詳しくは詳しくは

各種スポーツ教室� 問  スポーツ推進課（☎025-545-9246、 sports-k@city.joetsu.lg.jp）

●ＬＮＧ基地・オイルターミナルを知ろう
　㈱INPEX JAPANの
LNG基地内の施設や
体感型ミュージアムの
見学、㈱INPEXロジス
ティクスのオイルター
ミナル見学を通じて、
ガスの受け入れ・供給拠点の役割について学びます。
時10月29日㊌　○午後の回＝１時45分～４時30
分　○夜の回＝６時～８時15分　所集合場所＝直
江津港佐渡汽船ターミナル（港町１）　定各回18人

（抽選）　申10月９日㊍まで

●税関の仕事を知ろう
　密輸などの不正がな
いよう、輸出入される
貨物の検査や取り締ま
りをしている税関の役
割などについて学びま
す。また、空港などで
使用している金属探知機を用いた仕事体験もします。
時11月８日㊏　○午前の回＝９時～11時30分　○
午後の回＝１時～３時30分　所集合場所＝八千浦
交流館はまぐみ（予定）　定各回20人（抽選）　申10
月20日㊊まで

　地域の産業やくらしを支える直江津港と海に関わる仕事を紹介します。
対小学４年生以上（小学生は保護者の同伴が必要）　費100円（保険料相当）　申希望する回・氏名

（フリガナ）・年齢・郵便番号・住所・電話番号・メールアドレスを明記の上、市ホームページの応
募フォーム、メールまたはファクシミリで産業立地課
※天候などにより内容を変更または中止する場合があります。

直江津港見学会�
申  問  産業立地課（☎025-520-5737、FAX025-520-5852、 naoetsu-port@city.joetsu.lg.jp）

詳しくは
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対一般（小学生以下保護者同伴）
●10月の木工クラフト「つる編み」
　市民の森にあるアケビなど
の「つる」を使って、カゴや
リースなどを作ります。
時10月の土・日曜日、祝日
の午前10時～午後４時　所

くわどり市民の森管理棟　費500円
●森の定例ウォーク
　自然観察や健康促進、リフレッシュを目的にウォー
キングを行います。
時11月14日㊎午前９時～正午　所くわどり市民の
森（集合＝くわどり湯ったり村駐車場）　定10人（申
込順）　費300円　申10月６日㊊以降

●紅葉散策ツアー
　紅葉の美しい森、市民の眺望ポイントを巡り景色
を楽しみます。
時11月16日㊐午前９時30分～午後２時　所くわ
どり市民の森（集合＝くわどり湯ったり村駐車場）　
定20人（申込順）　費500円※未就学児無料　申

10月６日㊊以降　他11月16日㊐は今年度の市民の
森の最終営業日です
●無料送迎バス運行中
　くわどり湯ったり村と市民の森管理棟を往復する
無料送迎バスを運行しています。
時土・日曜日、祝日の午
前10時～午後４時
※１時間おきに運行

●上越教育大学大学院音楽分野学生による
　秋のコンサート「AUTUNNALE」
　上越教育大学音楽分野
の大学院生が日ごろの成
果を発表します。声楽・
ピアノ・サクソフォン・
トロンボーンの演奏をお
楽しみください。
時10月18日㊏午後２時〜３時30分

（午後１時30分開場）　定200人　問

長谷川研究室（☎025-521-3519）
上越教育大学大学院音楽分野公式イン
スタグラム
●第43回越秋祭（大学祭）
時10月25日㊏、26日㊐午前10時～午後４時　問

学生支援課（☎025-521-3283）

●ミニ・オープンキャンパス
時10月25日㊏　①大学紹介
と在学生体験談＝午前10時
30分～11時30分　②個別相
談＝午前11時30分～午後１
時　申問９月26日㊎（予定）
以降に上越教育大学総務課（☎025-521-3626）
●上越教育大学公開講座
○10月申し込みの公開講座「木彫を楽しむ」
時11月29日㊏、30日㊐午前９時～午後４時　対高
校生、一般　費高校生3,600円、一般7,200円　申

問10月16日㊍～29日㊌の間にメール、ファクシ
ミリまたはホームページから上越教育
大学研究連携課（☎025-521-3665、
FAX 025-521-3621、 chiiki@juen.
ac.jp）

上越教育大学のもよおし�

詳しくは

詳しくは

詳しくは

くわどり市民の森のもよおし�  申  問  くわどり市民の森管理棟（☎090-5775-1208）
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●「化学の日」スペシャルサイエンスショー
　10月23日は「化学の日」です。これにちなんで
いつものサイエンスショーを「化学」に特化した、
スペシャルなショーに変えて行います。
時10月12日㊐　○１回目＝午前11時30分～、○
２回目＝午後１時30分～、○３回目＝午後３時30
分～　費入館料
●科学工作教室「カラフル！ハロウィンランタン」
　身近にある材料を使ってハロウィンのランタンを
作ります。好きな色を組み合わせて、世界に１つだ
けのオリジナルランタンを作りましょう。
時10月18日㊏午後２時～３時30分　対小学生以上

（小学３年生以下は保護者の同伴が必要）　定20人
（申込順）　費500円（入館料別途）　申10月５日㊐
以降
●おとなのためのアブナイ実験教室
　科学館長の指導で、学校ではできない、ちょっと
アブナイ実験を安全に楽しみます。
時11月２日㊐、23日㊐、12月21日㊐、令和８年
１月25日㊐、２月15日㊐の午後１時30分～３時
30分（全５回）　対高校生
以上　定20人（抽選）　費
材料費実費（入館料別途）　
申10月11日㊏まで

上越科学館のもよおし� 所  申  問  上越科学館（☎＆FAX025-544-3939）

詳しくは

新たな観光スポット　小江戸甲府花小路がオープン
　今年４月、JR甲府駅南口から徒歩10分の場所に「小江戸甲府花小路」
がオープンしました。
　かつて江戸から学者や文化人が盛んに往来し、輝きを見せていた甲府
の城下町。当時の趣ある街並みを感じながら、甲府グルメを片手に買い
物や散策を楽しむことができます。
　また毎日15分間のプロジェクションマッピングが石畳
の路地を彩り、昼とは違った幻想的な光景を楽しむことが
できます。ぜひお立ち寄りください。
時問小江戸甲府花小路、各店舗にご連絡ください

集客プロモーション
パートナー都市 山 梨 県 甲 府 市 からのお知らせ

詳しくは

●小川未明文学館開館20周年記念特別展
　「小川未明―童話にささげた生涯―」
　小川未明文学館は、今年で開館20周年を迎えます。
これを記念して、未明の自筆原稿や書籍、愛用品、
当時の写真などを展示し、「日本近代童話の父」と
呼ばれる小川未明の生涯について、童話作品を中心
に紹介します。
時10月４日㊏～12月14日㊐午前10
時～午後６時（毎週月曜日（祝日を除
く）、第３木曜日は休館）　所小川未明
文学館

●第３回小川未明文学館講座「ひろすけ童話のはじまり」
　山形県高畠町出身の浜田広

ひろ

介
すけ

は「泣いた赤おに」
などを生んだ童話作家です。学生時代、大阪朝日新
聞の懸賞新作御

お

伽
とぎ

噺
ばなし

に応募した「黄
こ

金
がね

の稲
いな

束
たば

」が一
等入賞したことから、童話作家の道へ踏み出しまし
た。小川未明との関わりや作品に触れながら、ひろ
すけ童話の始まりを紹介します。
時11月15日㊏午後２時～３時30分　
所高田図書館　定30人（抽選）　講古
畑茉

ま

莉
り

子
こ

さん（浜田広介記念館学芸員）　
申10月31日㊎まで

小川未明文学館のもよおし� 申  問  小川未明文学館（☎025-523-1083）

詳しくは詳しくは
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集詳しくは 詳しくは

●～林家正蔵・はな平・つる子～
　毎年恒例となっている
林家正蔵落語会。昨年に
引き続き、林家はな平、
林家つる子も交えた三人
会です。
時11月８日㊏　○１回
目＝午前11時45分開演　
○２回目＝午後２時開演　
費通し券5,000円、一般
3,000円、高校生以下1,500円（チケット発売中）
※未就学児入場不可
●お笑いライブ2025in上越
　マセキ芸能社
所属の人気芸人
が大集合。爆笑
の漫才・コント
をお楽しみくだ
さい。
時11月１日㊏午後４時30分開演　費5,500円（チ
ケット発売中）※５歳以上有料。４歳以下は膝上鑑
賞無料（ただし席が必要な場合は有料）　他出演＝
ナイツ、モグライダー、三四郎、かが屋、パーパー、
ハンジロウ
●ジェイコブ・コーラー　ピアノコンサート
　YouTubeチャンネル登録者数66万人超え、総再
生回数1.4億回超えの人気を誇る超絶技巧のピアニ

スト、ジェイコブ・コーラー
のコンサートです。地元中
学生とのコラボステージも
あります。
時11月９日㊐午後２時開
演　所オーレンプラザ　費
一般3,000円、Ｕ-22 1,500円（チケット発売中）
※未就学児入場不可
●ハラミちゃん 親子で楽しむコンサート
　ポップピアニストであり、
絶対音感、即興演奏などの
特技を活かし、世界各地の
ストリートピアノでの演奏
動画が話題となったハラミ
ちゃんが親子で楽しめる名
曲をお届けするコンサート
です。童謡や人気アニメソングなどをたっぷり演奏
します。小さなお子様が泣いても騒いでも大丈夫。
大人のみの参加も大歓迎です。
時10月11日㊏午後３時開演　費①親子チケット
6,500円、②一般チケット6,500円、③スペシャル
親子チケット12,900円（前方席確保。終演後ハラ
ミちゃんとツーショット記念撮影"MEET MEAT"へ
ご招待）※①、③の子どもには当日ペンライトをプ
レゼント
※�３歳以上有料。チケットは１人１枚必要、ただし

３歳未満は膝上鑑賞無料（全席指定、チケット発売中）

上越文化会館のもよおし�  申  問  上越文化会館（☎025-525-4103）
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広告を掲載する媒体

固定資産税・都市計
画税、軽自動車税（種
別割）、市民税・県民
税・森林環境税の通
知用封筒（各税共用）

国民健康保険税
納税通知用封筒
（長形３号）

健康診査関係書類
送付用封筒

（角形Ａ４号）

後期高齢者医療保険料
納入通知用封筒
（長形３号）

作成枚数 19万５千枚 ６万３千枚 ４万９千枚 ６万８千枚
広告を掲載する
枠の規格

大きさ 縦６㎝×横７㎝ 縦６㎝×横７㎝ 縦６㎝×横９㎝ 縦６㎝×横７㎝
印刷色 ライトブルー系１色 ライトブルー系１色 黒１色 黒１色

広告掲載枠数

２枠 ２枠 ６枠 ２枠
・個人または団体で、各媒体につき１枠まで。
・�各媒体で申請数が広告掲載枠数に満たない場合は、申請した個人または団体が残りの枠へ

の広告掲載を追加で申請できます。

広告の掲載期間 令和８年４月～
約13カ月間　　 令和８年４月～約１年間

掲載決定方法 見積額の高い順から、広告掲載枠数の範囲で決定
最低価格（１枠） ４万８千円 ２万８千円 １万５千円 ３万円

申請方法 ・申込書と、掲載しようとする広告の版下を申請先へ提出してください。
・申込書は申請先に配置してあるほか、市ホームページからダウンロードできます。

申 請 先 問合せ先または南・北出張所、各総合事務所市民生活・福祉グループ
募集期間 ９月25日㊍～10月15日㊌

問 合 せ 税務課
（☎025-520-5649） 国保年金課（☎025-520-5714）

　経済的な理由などにより修学が困難な学生などを対象に、奨学金を貸し付けます。
申問10月31日㊎（消印有効）までに学校教育課（〒942-8563下門前1770、☎025-545-9244）
または各総合事務所、南・北出張所

高校生 大学生など

対　　象
令和８年４月に高校や専修学校、大学など（短大、大学院を含む）に在学予定で、次のいずれにも該当する人
・保護者などの住所が市内にある人
・保護者などの所得が一定基準以下の人
・成績評定が一定以上の人（大学などに進学する人に限る）

定　　員 20人程度

貸 付 額 月額＝１万５千円 月額＝４万円
入学準備金＝10万円

貸付期間 令和８年４月から最短修業年限の終期まで
返　　還 ６カ月据え置き後、貸付期間の３倍以内の年数（無利子）

提出書類 奨学生採用申込書、奨学生推薦調書、保護者の令和７年度市民税所得・課税証明書、在学証明書（採用決定
後に提出）

市の封筒の有料広告�

令和８年度上越市奨学生（予約募集）�

税務課 国保年金課

詳しくは
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　詳しくは試験案内書をご覧ください。
●試験職種・受験資格（１つの職種に限り受験できます）
※４月試験、６月試験、９月試験を受験した人も受験できます。

試験職種 受験資格（詳しくは試験案内書をご覧ください）

Ⅰ　種
（大学卒業程度）

一般行政 次のいずれかに該当する人
・平成６年４月２日から平成16年４月１日までに生まれた人
・�平成16年４月２日以降に生まれた人で４年制大学を卒業した人または令和８年３月31

日までに卒業する見込みの人土　　木

Ⅲ　種
（高校卒業程度）

一般行政
平成16年４月２日から平成20年４月１日までに生まれた人

土　　木

民間企業等
職務経験者

一般行政 昭和54年４月２日以降に生まれた人で､ 民間企業などにおける職務経験が通算で３年以上
ある人土　　木

公務員経験者
（当市を含む）

一般行政 昭和54年４月２日以降に生まれた人で､ 国や地方公共団体（当市を含む）における正規職
員としての職務経験が通算で３年以上かつ退職後10年以内である人土　　木

●申込期間・試験日
※試験会場は変更する場合があります。
※試験職種「公務員経験者」は、12月中旬頃に実施予定の面接試験のみ。

内　　容 と　　き と　こ　ろ

申込期間 10月14日㊋～
11月４日㊋ 原則、上越市職員採用サイトからの電子申請による申し込み

一
次
試
験

SPI３ 11月９日㊐～
24日㊊・㊗の間 テストセンター（全国のリアル会場またはオンライン会場）

教養（筆記）
グループディスカッション 11月23日㊐ 上越文化会館または福祉交流プラザ

●試験案内書の配布
　試験内容および受験手続などを記載した試験案内書は、10月６日㊊以降、市役所
木田第一庁舎の総合案内（１階）と人事課（４階）、各総合事務所、南･北出張所およ
びハローワーク上越に設置するほか、市ホームページに掲載します。

■今後の予定
　職員採用試験の申し込み状況を、10月24日㊎から市ホームページでお知らせします。

各種
無料相談

予約が必要な相談があります。
詳しくは、各問合せ先に
問い合わせてください。

農地、土地利用、遺言・相続、外
国人、建設業者、産業廃棄物、自
動車、法人設立、営業許可、権利
義務、事実証明などに関する相談

行政書士による
無料相談所

新潟県行政書士会上越支部
（☎080-1009-1648）

10月12日㊐午前10時～午後
４時・市民プラザ

問合せ

と　き
ところ

登記・相続・成年後見など市民生
活一般に関する法律相談

「法の日（10月１日）」にちなむ
司法書士無料相談週間

新潟県司法書士会（☎025-
244-5121）※土・日曜日に
相談希望の場合は事前に相談
場所へ問い合わせ

問合せ

10月１日㊌～７日㊋の各事
務所執務時間内・県内各司法
書士事務所

と　き
ところ

予約
不要

予約
不要

令和８年度採用　市職員� 問  人事課（☎025-520-5617）
詳しくは
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特設人権相談所

家庭内の問題、近隣間のもめ事や
名誉毀

き
損
そん

、いじめなどの人権問題
の相談

新潟地方法務局上越支局
（☎025-525-4163）

問合せ

10月20日㊊午前９時30分～
午後０時30分・市民プラザ

と　き
ところ

予約
不要 労務・年金無料相談会

社会保険労務士による職場の悩み
や年金に関する相談

新潟県社会保険労務士会上越
支部事務局
（☎0255-72-9898）

問合せ

10月10日㊎午前10時～午後
４時・市民プラザ

と　き
ところ

予約
不要弁護士による法律相談

中小企業者を対象とする法律相談
（１件30分程度）

弁護士による法律相談

大浦安商工会
（☎025-599-2206）

10月９日㊍午前10時～正午・
大浦安商工会

予　約
問合せ

と　き
ところ

要
予約

予　約
問合せ

と　き
ところ

対障害者手帳を持っているまたは
診断を受けている人で、就労を目
指している人

障害のある人の
就労相談会

障がい者就業・生活支援セン
ターさくら
（☎025-538-9087）

10月16日 ㊍ 午 前10時 ～ 正
午・福祉交流プラザ

要
予約

予　約
問合せ

と　き
ところ

耐震改修、新築・増改築、修繕工事、
克雪住宅など住まいに関する相談
（相談内容の事前連絡を推奨）

住宅相談会

上越市地域住宅相談所事務局
（☎025-525-7300）

10月11日㊏午前10時～午後
４時・市民プラザ

要
予約

国の行政機関や特殊法人などに対
する苦情や相談

行政相談委員による
特設相談

総務省新潟行政評価事務所（☎
025-282-1112） ま た は
市民相談センター（☎025-
520-5833）

❶�10月10日㊎・津有地区公
民館

❷�15日㊌・谷浜・桑取地区
公民館

いずれも午後１時～３時

問合せ

と　き
ところ

予約
不要

電話による相談も随時受け付け
時㊊・㊋・㊍・㊎（祝日除く）午
前９時～正午、午後１時～４時

予　約
問合せ

と　き
ところ

交通事故巡回相談

新潟県交通事故相談所
（☎025-280-5750）

10月21日㊋午後１時～３時・
上越地域振興局

要
予約 税務相談会

予　約
問合せ

と　き
ところ

関東信越税理士会高田支部事
務局
（☎025-523-6557）

11月４日㊋、18日㊋・関東
信越税理士会高田支部（本町５）
いずれも午前10時～正午

税に関する相談

要
予約

新たな商品・事業の立ち上げ、組
織力の強化など、経営に関する個
別の相談（１件60分以内）
対中小企業者

経営に関する個別相談会

10月29日㊌午後１時30分～
４時50分・市役所木田第二
庁舎

産業政策課　商業・中心市街
地活性化推進室
（☎025-520-5734）

予　約
問合せ

と　き
ところ

要
予約

上越地域若者サポート
ステーション相談会

国が設置した事業承継の窓口機関
の専門家による相談会
対中小企業者

事業承継・引継ぎに
関する個別相談会

産業政策課
（☎025-520-5729）

予　約
問合せ

10月20日㊊午後１時～５時・
市役所木田第二庁舎

と　き
ところ

要
予約

空き家相談会

予　約
問合せ

空き家の売買や賃貸に関する相談
（予約時に「空き家登録シート」
の提出が必要）

建築住宅課
（☎025-520-5786）

❶10月14日㊋・建築住宅課
❷�17日㊎・全日本不動産協

会上越事務所（栄町２）
❸�28日㊋・上越宅建会館（春

日野１）
いずれも午後１時～５時

と　き
ところ

要
予約

予　約
問合せ

と　き
ところ

対 15歳から49歳までの就労に悩
む人やその家族

上越地域若者サポートステー
ション（☎025-524-3185）
※�出張相談のみ予約（前日午

後５時まで）が必要

❶�【出張】10月16日㊍午後２
時～４時・ハローワーク上
越

❷�【夜間】10月21日㊋午後６
時～８時・市民プラザ

要
予約
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令和６年度に実施した主な事業
●「暮らしやすく、希望あふれるまち」の実現

を目指し、５つのまちの基本目標の達成に向
け、各種取り組みを推進

１　支え合い、生き生きと暮らせるまち
・透析医療や救急医療、小児・周産期医療など

の中核を担う上越総合病院への支援を強化
・成年後見制度を必要とする人が適切に利用で

きる環境を整えるため、後見人の支援や関係
機関のネットワークづくりなどを担う中核機
関を設置

２　安心安全、快適で開かれたまち
・直江津地区で総合防災訓練を実施し、見直し

後の津波避難計画に基づく住民避難の実効性
を検証

・�市民への迅速かつ確実な情報伝達手段を維持・
強化するため、令和８年度までの３カ年計画
による防災行政情報伝達システムの整備に着
手

・特殊詐欺被害を防止するため、高齢者のみの
世帯を対象に通話録音装置の無償貸与を実施

・北陸新幹線開業10周年記念イベントを開催
・浦川原区および大島区に予約型コミュニティ

バスを導入するとともに、板倉区での令和７
年度からの実証運行に向けた準備を実施

・道路の安全性の向上に向け、舗装点検にAI技
術を活用し、点検業務を効率化

・公共施設において、温室効果ガスの排出抑制
に資するカーボン・オフセット都市ガスへ切
り替えを実施

３　誰もが活躍できるまち
・地域外国人支援協力員を任用し、外国人が増

加する頸城区の総合事務所や学校などにおい
て、通訳支援や生活に必要な情報提供を実施

・若者の市内定住を促進するため、奨学金の返
還に対する助成を開始

・地域協議会において、地域の多様な意見が議
論に反映されるよう、若者や女性の関係団体
などとの意見交換などを実施

４　魅力と活力があふれるまち
・企業の事業拡大や持続的な発展に資する立地

ニーズに対応するため、大潟工業団地の整備
を推進

・市内製造業のDXへの理解促進と導入に向け

た機運醸成のため、DX導入を主導する人材
を育成するワークショップを開催

・上越妙高駅周辺への企業進出の受け皿となる
オフィスビルの整備を支援

・市内中小企業の人材確保と定着を図るため、
学生をはじめとする求職者と企業とをマッチ
ングする新たなポータルサイトを構築

・地域の歴史や文化を観光資源として磨き上げ
るため、春日山、直江津、高田の重点取組地
域の個別計画策定の検討を推進

・ふるさと納税の返礼品の充実とPRの強化に
取り組むとともに、都内コワーキングスペー
スを活用した交流イベントを開催

・「棚田米販売促進戦略」を策定するとともに、
認知度向上に向けたPR動画などを作成

・�上越市産木材の地域内利用と情報発信を推進
５　次代を担うひとを育むまち
・オーレンプラザこどもセンターに妊娠８カ月

時の相談支援窓口を開設
・出産や子育てに関する問い合わせに常時応答

できるようAI搭載型チャットシステムを導入
・放課後児童クラブにおいて、保護者連絡用ア

プリを導入
・「学びの多様化学校」の令和８年４月の開校

に向け、教育課程の作成などに着手
・諏訪・戸野目小学校、里公・上杉・美守小学

校の統合に向けた学習環境の整備を推進

●物価高騰への対応
・市民税非課税世帯などに給付金を支給すると

ともに、給食材料費の高騰分を市が負担
・エネルギー価格の高騰を受ける介護保険施設

や農林水産業者を支援するとともに、中小企
業者などを対象に、事業活動における負担軽
減と売上増加に向けた取り組みを推進

●令和６年能登半島地震への対応
・被災した住宅の復旧に際し、市営住宅の提供

や復旧経費の補助を実施
・�地震を契機として、津波避難計画の見直しや、

住宅の耐震化支援を拡充するとともに、なお
えつ海水浴場に避難階段を設置するなど、災
害に強いまちづくりを一層推進

令和６年度 決算報告
■問合せ…財政課（☎025-520-5637）■問合せ…財政課（☎025-520-5637）
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特別会計 特別会計は、市が特定の事業を行う場合、その事業で得られる収入を財源として支
出するため、一般会計とは別に経理を行う会計です。

基金残高・市債残高（一般会計）

会計名 歳入総額 歳出総額
国 民 健 康 保 険 164億7,197万円 162億5,578万円
診 療 所 3億4,328万円 3億4,328万円

財 政 調 整 基 金 残 高 53億8,051万円 市 債 残 高 1,018億6,459万円
そ の 他 の 基 金 残 高 87億9,450万円 う ち 実 質 負 担 額 260億5,444万円

企業会計 企業会計は、地方公営企業法の適用を受けて経営している会計です。資本的収入額
が資本的支出額に対して不足する額は、内部留保資金などで補

ほ

填
てん

しました。
会　計　名 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

ガ ス 事 業 75億8,874万円 75億4,469万円 1億4,396万円 15億1,161万円
水 道 事 業 65億1,975万円 52億7,058万円 5億2,828万円 64億1,800万円
病 院 事 業 31億6,543万円 31億1,093万円 1億9,797万円 3億1,705万円
下 水 道 事 業 93億1,578万円 87億8,166万円 97億3,208万円 121億   426万円

会計名 歳入総額 歳出総額
介 護 保 険 245億3,876万円 242億6,987万円
後期高齢者医療 28億2,483万円 28億1,226万円
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実質公債費比率 将来負担比率

健全化判断比率 「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく健全化判断比率は、警
戒ラインとなる早期健全化基準を下回りました。

※その年の収入は、実際の収入ではなく、国が定める一般財源を中心とした収入です。

実 質 公 債 費 比 率 その年の収入※に占める借金返済の割合です。国が負担する額は除きます。
（早期健全化基準：25.0％　財政再生基準：35.0％）

将 来 負 担 比 率
その年の収入※に対する、将来負担しなければならない負債の割合です。
国が負担する額や、保有する貯金分を除いた実質的な将来負担額で計算します。
（早期健全化基準：350.0％　財政再生基準はなし）

※表記単位未満を四捨五入しているため、総数と内訳が一致しない場合があります。一般会計

歳入総額と歳出総額の差し引き45億4,436万円は、
令和７年度に繰り越します。

歳出総額  1,094億6,249 万円歳入総額  1,140億684万円歳入 歳出

※地方交付税は依存財源に分類されますが、使途の特定
されない一般財源としての側面を持っています。

地方消費税交付金など 82.46

市税
311.82
市税
311.82

繰越金
51.00

財産収入 3.69繰入金など 37.71

使用料および
手数料 16.16

県支出金
74.24

国庫支出金
161.59

地方交付税※
272.92

市債
100.16

諸収入
28.32

歳  入

議会費など 8.89
労働費 2.72消防費 32.16

農林水産業費 37.00
商工費
37.10

総務費
165.26

公債費
139.85

土木費
152.25

教育費
102.52

衛生費
92.46

歳  出

民生費
324.42

自
主

財

源

依

存

財
源

　

（単位：億円）（単位：億円）
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広報対話課から
（☎025－526－5111）

「広報上越11月号 」は、10月
23日㊍・24日㊎に各町内会へ
お届けし、各世帯にお配りしま
す。届かない世帯の人は、広報
対話課または、各総合事務所へ
ご連絡ください。
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１ 上越市ホームページアドレス https://www.city.joetsu.niigata.jp/

（古紙パルプ配合率70％再生紙を使用）

　市の若者向け支援制度も活用いただきながら、市内でまちの活性化やにぎわい創出などに
取り組んでいる、若者や団体を紹介します。

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

上越上越ででかがやく若者たちかがやく若者たち
■問合せ…総合政策課（☎025-520-5624）
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活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

　
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
ま
ち
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
「
な
い
」

と
た
だ
嘆
く
よ
り
、「
こ
ん
な
の
あ
っ

た
ら
い
い
よ
ね
」
を
自
ら
の
手
で
形

に
し
た
い
と
思
い
、
２
０
１
５
年
か

ら
仲
間
と
と
も
に
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
若
者
な
ら
で
は
の
発
想
と
行
動

力
で
地
域
課
題
を
解
決
す
る
取
り
組

み
な
ど
に
も
挑
戦
し
、
経
験
豊
富
な

皆
さ
ん
か
ら
見
守
ら
れ
、
支
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

活
動
の
目
標

　
20
～
30
代
の
若
者
同
士
で
の
新
た

な
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
み
ら
い
会
議
」

の
ほ
か
、
今
年
も
「
金
谷
フ
リ
ー
な

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
や
南
葉
高
原
キ
ャ
ン

プ
場
で
の「
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
体
験
会
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、

市
内
28
区
で
「
み
ら
い
会
議
」
を
開

催
す
る
こ
と
で
地
域
と
若
者
を
つ
な

ぎ
、
担
い
手
不
足
や
地
域
の
活
性
化

に
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ニジマス釣り体験会の様子

みらい会議の様子

上越若者みらい会議

代表　岩
いわ

崎
さき

 祥
しょう

吾
ご

さん

若者が感じている「上越はつまらない」「出会い
がない」「行くところがない」といった“ない”を、
“楽しい”に変えるため、ワークショップの開催な
どを通じ、「上越が大好き」と誰もが思えるまち
づくりを目指して活動中。

上越市の人口・世帯数

87,882人
　  （-69人）

90,717人
　（-70人）女男

178,599人
　  （-139人）合計

数字は住民基本台帳に
基づくもの世帯数

出生
死亡

転入
転出

  82
202

 255
 274

＜人口増減内訳＞

77,827世帯（ｰ20世帯）

令和７.9.１現在。（　）は前月との比較 　私の日々の移動手段は自動車ですが、イベントな
どへ出かけるときは、よく妙高はねうまラインを
利用しています。2歳の子どもを連れて電車に乗る
と、とても喜んでくれます。イベントに行くことだ
けでなく、電車での移動そのものも、楽しい思い出
になっているようです。普段は利用機会が少ない人
も、たまに電車で出かけてみてください。

表紙のことば ： えちごトキめき鉄道開業10周年
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